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序

　

茨
木
家
は
、
代
々
前
田
家
に
仕
え
た
加
賀
藩
士
の
家
で
す
。
知
行
得
は
二
、
〇
五
〇
石
で
、
藩
に
あ
っ
て
は

重
臣
の
八
家
や
人
持
組
に
次
ぐ
平
士
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
上
位
に
位
置
す
る
家
柄
で
す
。

　

本
史
料
群
は
、
藩
主
か
ら
の
書
状
や
知
行
宛
行
状
、
由
緒
・
家
計
な
ど
、
茨
木
家
に
直
接
関
わ
る
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
茨
木
家
家
中
の
家
臣
構
成
が
分
か
る
も
の
や
由
緒
書
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
藩
士
を
は
じ

め
、
家
中
の
具
体
的
な
様
子
が
窺
い
知
れ
る
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

茨
木
家
縁
の
方
々
が
長
年
に
わ
た
り
守
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
貴
重
な
史
料
を
、
今
後
も
長
く
後
世
に
保
存
し
、

伝
え
て
い
く
と
共
に
、
本
目
録
が
、
多
く
の
方
々
に
利
用
・
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
重
な
史
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
伊
東
家
の
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
二
年
三
月

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館　
　
　
　
　
　

近
世
史
料
館　
　
　
　
　
　

館
長　

森
田　

勝



　
　
　
　

凡　
　
　
　

例

１
、
本
目
録
は
旧
加
賀
藩
士
茨
木
家
旧
蔵
の
史
料
目
録
で
あ
り
、
本
館
の
三
十
五
番
目
の
特
殊
文
庫
と
な
る
。

２
、
目
録
記
載
は
（
分
類
）
番
号
・
（
史
料
）
標
題
・
（
作
成
）
年
月
日
・
差
出
（
作
成
者
名
）
・
宛
名
・
形
態
・
点
数
・
墨
付

（
冊
子
の
場
合
）
数
の
順
に
記
し
た
。
標
題
に
つ
い
て
は
原
題
の
ま
ま
の
も
の
、
補
足
し
た
も
の
、
新
た
に
付
し
た
も
の

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
各
々
注
記
は
し
て
い
な
い
。
史
料
の
作
成
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
な
い
場
合
で

も
推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
（　

）
を
付
し
て
推
定
年
を
記
し
た
。
冊
子
物
の
丁
数
は
白
紙
部
を
除
い
た
墨
付
部
の

丁
数
で
あ
る
。
次
行
に
は
内
容
と
複
点
数
史
料
の
細
目
や
内
容
項
目
・
内
容
年
代
な
ど
を
記
し
た
。

３
、
分
類
は
茨
木
家
と
藩
主
（
藩
）
に
関
わ
る
史
料
は
〔
一
、
藩
主
・
知
行
〕
と
し
て
纏
め
、
茨
木
家
の
系
譜
・
家
計
・
冠
婚

葬
祭
に
関
わ
る
史
料
は
〔
二
、
茨
木
家
〕
と
し
て
纏
め
、
茨
木
家
の
家
臣
に
関
す
る
史
料
は
〔
三
、
家
中
〕
と
し
て
纏
め
た
。

〔
四
、
学
芸
〕
は
茨
木
家
に
関
わ
る
学
芸
関
係
史
料
で
あ
る
が
、
〔
二
、
茨
木
家
〕
か
ら
分
離
し
諸
芸
・
宗
教
な
ど
と
共
に

纏
め
た
。
四
つ
の
大
分
類
の
下
に
は
小
分
類
を
施
し
た
。
分
類
番
号
は
閲
覧
請
求
番
号
と
な
る
。

４
、
史
料
の
配
列
は
分
類
毎
に
編
年
と
し
、
年
代
未
詳
の
場
合
は
干
支
の
あ
る
も
の
、
月
日
の
あ
る
も
の
、
年
月
日
未
詳

の
も
の
の
順
に
配
し
、
年
代
未
詳
史
料
に
つ
い
て
は
大
き
く
江
戸
期
と
明
治
期
以
降
を
区
分
し
配
列
し
た
が
、
明
確
に

判
別
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
特
に
江
戸
期
・
明
治
期
な
ど
と
表
記
し
て
い
な
い
。

５
、
本
文
庫
は
伊
東
志
希
子
氏
の
寄
贈
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
三
五
・
二
一
追
」
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
志
希
子
氏
の

叔
父
に
あ
た
る
茨
木
敬
四
郎
氏
の
寄
贈
に
な
る
も
の
で
、
一
括
し
て
茨
木
文
庫
と
し
た
。

６
、
標
題
や
解
題
中
に
身
分
上
の
呼
称
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
過
去
の
身
分
制
を
肯
定
す
る
、
あ
る
い
は
差
別
を
容
認

す
る
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
上
の
事
実
と
し
て
我
々
の
歴
史
の
中
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
・
時
代
を
認
識
す

る
上
で
隠
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
判
断
か
ら
史
料
に
あ
る
が
ま
ま
に
表
記
し
た
。
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３
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家
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６
俳
諧



三
五
・
一　

藩
主
・
知
行

三
五
・
一
一　

進
物
礼
状

１　

前
田
利
常
判
物 

（
寛
永
十
九
年
）
�
九
月
二
十
四
日 

利
常
↓
茨
木
小
刑
部 

竪
紙 

１ 

銀
杏
・
串
海
鼠
到
来
に
付

２　

前
田
利
常
判
物 

年
未
詳
正
月
三
日
（
寛
永
九
以
降
） 

肥
前
利
常
↓
茨
木
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
刑
部
殿
」
鱈
到
来
に
付

３　

前
田
利
常
判
物 

年
未
詳
二
月
三
日
（
右
同
） 

肥
前
利
常
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
小
刑
部
殿
」
梨
子
・
久
年
母
・
鴨
到
来
に
付

４　

前
田
利
常
判
物 

年
未
詳
三
月
二
十
六
日
（
右
同
） 

肥
前
利
常
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
小
刑
部
殿
」
枝
柿
・
蛤
到
来
に
付

５　

前
田
犬
千
代
（
光
高
）
判
物 

年
未
詳
十
月
十
二
日
（
寛
永
六
年
以
前
）　

犬
千
代
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
刑
部
殿
」
大
和
柿
・
干
鯛
到
来
に
付

６　

前
田
光
高
判
物 

年
未
詳
十
二
月
六
日 

光
高
↓ 

竪
紙 

１

端
裏
宛
書
「
中
川
判
左
衛
門
様
人
々
御
中　

松
筑
前
守
光
高
」
鷹
之
為
餌
柄
鴨
到
来
に
付

７　

前
田
利
治
判
物 

年
未
詳
四
月
九
日 

利
治
↓ 

竪
紙 

１

端
裏
宛
書
「
茨
木
右
衛
門
殿　

松
飛
騨
」
鱸
到
来
に
付

８　

前
田
綱
利
（
綱
紀
）
判
物 

年
未
詳
正
月
二
日 

綱
利
↓
伊
藤
内
膳
・
岡
嶋
甚
七
・
青
山
織
部
・
野

村
治
兵
衛
・
菊
池
大
学
・
浅
加
左
京
・
山
森
吉
兵
衛
・
中
村
惣
右
衛
門
・
岩
田

内
蔵
助
・
神
尾
数
馬
・
茨
木
右
衛
門
・
青
地
四
郎
左
衛
門 

折
紙　
　

１

為
年
始
祝
儀
太
刀
馬
代
并
与
中
礼
銭
到
来
に
付

９　

前
田
綱
利
判
物 

年
未
詳
九
月
二
十
七
日 

加
賀
綱
利
↓
茨
木
宗
入
軒 

折
紙 

１

一

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付



壺
口
切
之
茶
并
肴
到
来
に
付　

封
入

　
　

前
田
綱
利
判
物 

年
未
詳
十
月
十
九
日 

加
賀
綱
利
↓
茨
木
宗
入
軒 

折
紙 

１

１０

壺
口
切
之
茶
并
肴
到
来
に
付　

封
入

　
　

前
田
綱
利
判
物 

年
未
詳
十
月
二
十
七
日 

加
賀
綱
利
↓
茨
木
源
五
左
衛
門 　

折
紙 

１

１１

壺
口
切
之
茶
并
肴
到
来
に
付

　
　

前
田
宗
辰
判
物 

（
元
文
二
年
）
八
月
二
十
一
日 

宗
辰
↓
茨
木
源
五
左
衛
門 

折
紙 

１

１２

官
位
被
仰
出
に
付
祝
詞
肴
到
来
に
付

　
　

前
田
宗
辰
判
物 

（
元
文
二
年
）
八
月
二
十
一
日 

宗
辰
↓
茨
木
覚
左
衛
門 

折
紙 

１

１３

官
位
被
仰
付
に
付
祝
詞
肴
到
来
に
付

　
　

前
田
宗
辰
印
物 

（
延
享
二
年
）
十
二
月
二
十
五
日 

 
印
↓
茨
木
覚
左
衛
門  

折
紙 

１

（
印
文「
宗
辰
」）

１４

家
督
転
任
に
付
祝
儀
太
刀
馬
到
来
に
付

　
　

前
田
重
�
印
物 

（
延
享
四
年
）
五
月
十
五
日 

� 

折
紙 

１

１５

家
督
叙
任
入
国
に
付
祝
儀
肴
到
来
に
付

　
　

前
田
齊
廣
印
物 

（
享
和
二
年
）
九
月
十
三
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

折
紙 

１

（
印
文「
齊
廣
」）

１６

家
督
転
任
入
国
に
付
祝
儀
肴
到
来
に
付

　
　

年
頭
祝
儀
到
来
に
付
判
物
雛
形 

年
未
詳
正
月
四
日 

宰
相
↓
長
將
之
佐 

折
紙 

１

１７
三
五
・
一
二　

御
書
頂
戴
礼
状

１　

佐
渡
守
（
宗
辰
）
様
よ
り
被
成
下 

（
元
文
二
年
）
丁
巳
十
二
月
朔
日 

茨
木
源
五
左
衛
門 

切
紙 

１

 

御
書
に
付
覚

２　

御
書
頂
戴
に
付
礼
状 

（
元
文
二
年
）
十
二
月
朔
日 

茨
木
覚
左
衛
門
↓
前
田
將
監
・
青
木
新
兵
衛

（
印
文「
重
�
」）

印
↓
茨
木
覚
左
衛
門

二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
一　

藩
主
・
知
行　
　

三
五
・
一
一　

進
物
礼
状　
　

三
五
・
一
二　

御
書
頂
戴
礼
状　
　

三
五
・
一
三　

藩
主
等
書
状　
　

三
五
・
一
四　

御
一
行
書



 

 

 

 

折
紙 

１

３　

御
書
頂
戴
に
付
礼
状 

（
元
文
二
年
）
十
二
月
朔
日 

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
前
同 

折
紙 

１

４　

御
書
頂
戴
に
付
礼
状 

（
延
享
三
年
）
三
月
十
五
日 

茨
木
覚
左
衛
門
敬
長
↓
横
山
大
和
守
・
西
尾
隼
人

 

 

 

 

折
紙 

１

５　

頂
戴
御
書
覚 

延
享
三
年
三
月
十
五
日 

 

切
紙 

１

折
封
入

６　

御
太
刀
等
進
上
目
録 

年
月
日
未
詳 

茨
木
覚
左
衛
門
敬
長
↓ 

折
紙 

１

７　

綿
三
把
目
録 

年
月
日
未
詳 

 

竪
紙 

１

三
五
・
一
三　

藩
主
等
書
状

１　

（
前
田
利
光
（
利
常
）
書
状
） 

年
未
詳
十
一
月
六
日 

利
↓
刑
部 

竪
紙 

１

２　

（
前
田
利
光
書
状
） 

年
月
未
詳
二
十
一
日 

↓
小
刑
部 

折
紙 

１

３　

（
前
田
利
光
書
状
） 

年
月
未
詳
二
十
二
日 

↓
小
刑
部 

竪
紙 

１

４　

（
前
田
利
光
書
状
） 

年
月
日
未
詳 

利
光
↓
小
刑
部 

切
続
紙 

１

５　

（
前
田
利
光
書
状
） 

年
月
日
未
詳 

↓
寿
安
・
為
斎
・
小
刑
部 

竪
紙 

１

６　

（
前
田
利
光
書
状
） 

年
月
日
未
詳 

↓
刑
部 

竪
紙 

１

三
五
・
一
四　

御
一
行
書

１　

前
田
利
勝
（
利
長
）
軍
功
扶
持
宛
行
状
写　

天
正
十
五
年
八
月
十
七
日 

利
勝
↓
吉
田
長
蔵 

折
紙 

１

豊
前
国
岩
石
城
攻
無
比
類
働
に
付
褒
賞
四
百
俵
扶
持

２　

前
田
利
長
知
行
宛
行
状 

慶
長
九
年
閏
八
月
二
十
四
日 

利
長
↓
斎
藤
勘
兵
衛 

折
紙 

１

加
増
知
五
拾
石　

封
紙
上
書
「
利
長
様
御
判
物
御
一
行
」

三

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



３　

前
田
利
長
知
行
宛
行
状
写 

 

 

切
紙 

２

・
慶
長
九
年
閏
八
月
二
十
四
日　

加
増
知
五
拾
石　

利
長
↓
斉
藤
勘
兵
衛
（
前
同
）

・
慶
長
十
年
十
月
二
十
日　
　
　

百
石　
　
　
　
　

利
長
↓
吉
田
左
大
夫

封
紙
上
書
「
利
長
様
御
判
物
御
一
行
控
弐
通　

右
御
用
之
由
ニ
付
上
之
申
候　

二
之
御
丸
覚
左
衛
門
持
参　

九
月
二
十
六
日
」

４　

前
田
利
長
知
行
宛
行
状 

慶
長
十
年
十
月
二
十
日 

利
長
↓
吉
田
左
大
夫 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
利
長
様
御
判
物
御
一
行
」

５　

前
田
利
光
（
利
常
）
知
行
宛
行
状 

慶
長
十
八
年
九
月
十
五
日 

利
光
↓
吉
田
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
吉
田
小
刑
部
殿
」　

増
知
加
五
拾
石
、
合
百
五
拾
石

６　

前
田
利
光
知
行
宛
行
状 

元
和
三
年
正
月
二
十
七
日 

利
光
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
御
一
行　

巳
ノ
三
月
九
日
ニ
頂
戴
」　

亡
父
領
地
弐
百
石
、
加
増
弐
百
五
拾
石
、
合
四
百
五
拾
宛
行

７　

前
田
利
光
知
行
宛
行
状 

元
和
四
年
九
月
五
日 

利
光
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
小
刑
部
殿
」　

加
増
参
百
石
、
合
七
百
五
拾
石
宛
行

８　

前
田
利
光
知
行
宛
行
状 

元
和
七
年
十
月
八
日 

利
光
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
小
刑
部
殿
」　

加
増
知
三
百
石
、
合
千
五
十
石
宛
行

９　

前
田
利
光
知
行
宛
行
状 

元
和
九
年
二
月
二
十
一
日 

利
光
↓
茨
木
小
刑
部 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
小
刑
部
殿
」　

加
増
知
五
百
石
、
合
千
五
百
五
十
石
宛
行

　
　

前
田
利
光
知
行
宛
行
状 

寛
永
五
年
九
月
六
日 

花
押
↓
い
は
ら
木
隼
人 

竪
紙 

１

１０

封
紙
上
書
「
御
一
行　

茨
木
小
隼
人
」　

五
百
石

　
　

前
田
利
光
知
行
宛
行
状 

寛
永
五
年 

 

竪
紙 

２

１１

・
寛
永
五
年
九
月
十
日　

加
増
五
百
石
、
合
二
千
五
百
五
十
石
宛
行　

花
押
↓
い
は
ら
木
小
刑
部

・
（
寛
永
五
年
）
十
月
十
五
日　

加
増
五
百
石
、
花
押
↓
い
は
ら
き
小
刑
部

四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
一　

藩
主
・
知
行　
　

三
五
・
一
四　

御
一
行
書



封
紙
上
書
「
御
自
筆　

御
一
行　

弐
通
」

　
　

前
田
利
常
知
行
宛
行
状 

承
応
二
年
三
月
七
日 

犬
千
代
・
犬
千
代
就
在
江
戸
一
判
如
肥
前
利
常
↓
茨
木

１２

封
紙
上
書
「
茨
木
右
衛
門
殿
」　

馬
廻
与
頭
料
二
百
石
、
合
二
千
七
百
五
十
石
宛
行 

折
紙 

１  
�
�

　
　

前
田
利
常
知
行
宛
行
状
写　

（
前
写
） 

 

折
紙 

１

１３

封
紙
上
書
「
中
納
言
様
御
一
行
」

　
　

前
田
綱
利
（
綱
紀
）
知
行
宛
行
状 

寛
文
七
年
二
月
六
日 

加
賀
綱
利
↓
茨
木
源
五
左
衛
門

１４

封
紙
上
書
「
茨
木
源
五
左
衛
門
」　

隠
居
料
五
百
五
十
石
宛
行 

 

折
紙 

１

　
　

前
田
綱
利
知
行
宛
行
状 

寛
文
七
年
二
月
六
日 

綱
利
↓
茨
木
権
丞 

折
紙 

１

１５

封
紙
上
書
「
茨
木
権
丞
殿
」　

父
源
五
左
衛
門
知
行
之
内
五
百
石
宛
行

　
　

前
田
綱
利
知
行
宛
行
状 

寛
文
七
年
二
月
六
日 

加
賀
綱
利
↓
茨
木
伝
右
衛
門 

折
紙 

１  
�
�

１６

封
紙
上
書
「
茨
木
伝
左
衛
門
殿
」　

父
源
五
左
衛
門
知
行
之
内
千
五
百
石
宛
行

　
　

前
田
綱
利
知
行
宛
行
状 

寛
文
十
一
年
九
月
二
十
七
日 

加
賀
綱
利
↓
茨
木
伝
右
衛
門 

折
紙 

１

１７

封
紙
上
書
「
茨
木
伝
右
衛
門
殿
」　

父
宗
入
（
源
五
左
衛
門
）
隠
居
知
五
百
五
十
石
加
、
合
二
千
五
十
石
宛
行

　
　

前
田
吉
治
（
粗
徳
）
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

花
押
↓
茨
木
源
五
左
衛
門 

竪
紙 

１

１８

元
禄
十
年
七
月
四
日　

茨
木
左
大
夫
宛　

亡
父
伝
右
衛
門
遺
領
二
千
五
十
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

花
押
↓
茨
木
覚
左
衛
門 

竪
紙 

１

１９

宝
永
元
年
十
一
月
十
三
日　

茨
木
貞
右
衛
門
宛　

亡
父
権
丞
遺
領
五
百
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
印
文「
粗
治
」）

２０

宝
永
二
年
五
月
二
十
五
日　

茨
木
左
大
夫
宛　

先
筒
頭
料
百
五
十
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

 
印
↓
茨
木
覚
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

２１

正
徳
二
年
七
月
十
一
日　
　

茨
木
貞
左
衛
門
宛　

小
将
横
目
役
料
百
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

 
印
↓
茨
木
覚
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
印
文「
粗
治
」）

２２

五

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



享
保
三
年
二
月
二
十
八
日　

茨
木
覚
左
衛
門
宛　

物
頭
並
役
料
百
五
十
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

花
押
↓
茨
木
覚
左
衛
門 

竪
紙 

１

２３

享
保
三
年
二
月
二
十
八
日　

茨
木
覚
左
衛
門
宛　

加
増
百
石
、
合
六
百
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
九
年
八
月
朔
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
印
文「
粗
治
」）

２４

享
保
五
年
九
月
二
十
一
日　

茨
木
左
大
夫
宛　

持
筒
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行
状
漏
洩
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
十
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

２５

大
組
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
十
二
年
十
一
月
十
六
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

２６

天
和
二
年
九
月
二
十
八
日　

茨
木
伝
右
衛
門
宛　

先
弓
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行
返
納
に
付
加
奥
書　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
十
五
年
八
月
四
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

２７

馬
廻
頭
役
料
二
百
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

享
保
十
六
年
四
月
十
五
日 

 
印
↓
茨
木
覚
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

２８

持
弓
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

元
文
二
年
十
月
二
十
四
日 

 
印
↓
茨
木
覚
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

２９

下
新
川
縮
差
置
彼
地
付
役
料
二
百
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
吉
治
知
行
宛
行
状 

元
文
五
年
六
月
二
十
九
日 

花
押
↓
茨
木
覚
左
衛
門 

竪
紙 

１

３０

亡
父
源
五
左
衛
門
遺
領
二
千
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
重
�
知
行
宛
行
状 

寛
延
二
年
七
月
十
九
日 

� 

竪
紙 

１

３１

亡
父
覚
左
衛
門
遺
領
二
千
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
重
基
（
重
教
）
知
行
宛
行
状 

宝
暦
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
印
↓
茨
木
鉄
次
郎  

竪
紙 

１

（
印
文「
重
基
」）

３２

亡
父
左
大
夫
知
行
之
内
六
百
八
十
石
宛
行　

折
封
入

（
印
文「
重
�
」）

印
↓
茨
木
左
大
夫

六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
一　

藩
主
・
知
行　
　

三
五
・
一
四　

御
一
行
書　
　

三
五
・
一
五　

知
行
地



　
　

（
前
田
重
教
）
知
行
宛
行
状
写 

宝
暦
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

↓
茨
木
鉄
次
郎 

一
紙 

１

３３
　
　

前
田
治
脩
知
行
宛
行
状 

明
和
八
年
九
月
十
一
日 

 
印
↓
茨
木
鉄
次
郎  

竪
紙 

１

（
印
文「
治
脩
」）

３４

亡
父
左
大
夫
遺
領
二
千
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
治
脩
知
行
宛
行
状 

享
和
元
年
二
月
二
十
八
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
右
同
）

３５

先
筒
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
廣
知
行
宛
行
状 

文
化
九
年
正
月
十
六
日 

 
印
↓
茨
木
源
五
左
衛
門  

竪
紙 

１

（
印
文「
齊
廣
」）

３６

歩
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
廣
知
行
宛
行
状 

文
政
五
年
七
月
四
日 

 
印
↓
茨
木
主
殿  

竪
紙 

１

（
右
同
）

３７

亡
父
源
五
左
衛
門
遺
領
二
千
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
泰
知
行
宛
行
状 

天
保
十
一
年
五
月
二
十
三
日 

 
印
↓
茨
木
主
殿  

竪
紙 

１

（
印
文「
齊
泰
」）

３８

先
弓
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
泰
知
行
宛
行
状 

弘
化
三
年
正
月
十
一
日 

 
印
↓
茨
木
主
殿  

竪
紙 

１

（
右
同
）

３９

歩
頭
役
料
百
五
十
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
泰
知
行
宛
行
状 

嘉
永
三
年
五
月
七
日 

 
印
↓
茨
木
主
殿  

竪
紙 

１

（
右
同
）

４０

町
奉
行
役
料
二
百
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
泰
知
行
宛
行
状 

嘉
永
六
年
二
月
十
八
日 

 
印
↓
茨
木
主
殿  

竪
紙 

１

（
右
同
）

４１

馬
廻
頭
役
料
二
百
石
宛
行　

折
封
入

　
　

前
田
齊
泰
知
行
宛
行
状 

安
政
二
年
十
二
月
十
一
日 

 
印
↓
茨
木
内
匠  

竪
紙 

１

（
右
同
）

４２

亡
父
主
殿
遺
領
二
千
五
十
石
宛
行　

折
封
入

三
五
・
一
五　

知
行
地

１　

前
田
利
家
石
川
河
北
領
知
方
村
付 

慶
長
四
年
二
月 

 
利
家
↓
斉
藤
勘
平 
・
村
瀬
市
右
衛
門
・
佐
久
間
拾

（
印
文「
喜
楽
」）

七

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



兵
衛
・
氏
家
忠
兵
衛
・
渡
辺
彦
左
衛
門
・
武
部
源
三
郎
・
松
江
左
七

石
川
中
新
保
村
・
河
北
鳥
屋
尾
村　

合
千
百
九
十
六
俵
、
端
裏
付
箋
「
斉
藤
勘
平
く
み
」
、
折
封
入 

続
紙 

１

２　

知
行
地
年
季
引
免
に
付
替
地
渡
状 

宝
永
二
年
六
月 

御
算
用
場
↓
茨
木
左
大
夫 

一
紙 

１

射
水
郡
上
條
村
↓
同
郡
北
野
村

３　

知
行
假
所
附
可
相
渡
旨
達
書 

（
宝
永
二
年
）
十
月
二
十
三
日 

奥
村
内
記
↓
茨
木
左
大
夫 

切
紙 

１

知
行
所
射
水
郡
北
野
村

４　

知
行
地
引
高
・
引
免
に
而
御
成
替 

年
未
詳
午
九
月
十
二
日 

御
算
用
場
↓
熊
谷
久
右
衛
門
・
茨
木
源
左
衛
門

に
付
所
付
返
上
方
申
渡
状　

折
封
入 

 

 

切
紙 

１

三
五
・
一
六　

知
行
拝
領
礼
状

１　

亡
父
茨
木
宗
入
隠
居
知
拝
領
に
付
礼
状　

（
寛
文
十
一
年
）
十
月
二
十
二
日　

茨
木
伝
右
衛
門
↓
脇
田
九
兵
衛
・
岡
嶋
五
兵
衛

御
太
刀
御
馬
代
銀
子
一
枚
・
鮭
塩
引
五
尺
進
上
、
（
奥
書
）
進
上
取
次
「
脇
田
九
兵
衛
・
岡
嶋
五
兵
衛
」
、
綱
紀
印 

続
紙 

１

２　

隠
居
知
被
仰
付
に
付
御
礼
銭
請
取
書 　

寛
文
十
一
年
十
一
月
二
日 

坂
井
安
兵
衛
・
山
本
清
兵
衛
↓
茨
木
伝
右
衛
門

 

 

 

 

切
紙 

１

３　

宗
入
老
隠
居
知
拝
領
之
御
印
被
成
下
状　

（
寛
文
十
一
年
）
十
一
月
七
日 

熊
谷
久
右
衛
門
政
重
・
高
田
勘
右
衛
門
友
種
↓

 

 

 

茨
木
伝
右
衛
門 

切
続
紙 

１

封
紙
上
書
「
茨
木
伝
右
衛
門
様　

熊
谷
久
右
衛
門　

高
田
勘
右
衛
門
、
御
印
物
壱
通　

組
頭
衆
書
状
壱
通　

外
切
手
二
枚
有
」

三
五
・
一
七　

知
行
判
物
留

１　

致
拝
領
御
一
行
共
之
写 

年
月
日
未
詳 

茨
木
源
五
左
衛
門 

袋
綴 

１ 

６

慶
長
十
年
前
田
利
長
知
行
宛
行
状
〜
寛
文
七
年
前
田
綱
紀
知
行
宛
行
状

八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
一　

藩
主
・
知
行　
　

三
五
・
一
五　

知
行
地　
　

三
五
・
一
六　

知
行
拝
領
礼
状　
　

三
五
・
一
七　

知
行
判
物
留　
　

三
五
・
一
八　

勤
仕



２　

利
長
様
以
来
知
行
之
次
第 

年
月
日
未
詳 

 

一
紙 

２

慶
長
十
年
〜
寛
永
五
年

３　

刑
部
等
知
行
書
上 

年
月
日
未
詳 

 

竪
紙 

１

刑
部
五
百
石
・
又
右
衛
門
三
百
石
・
小
右
衛
門
百
石

４　

御
一
行
之
写 

年
月
日
未
詳 

 

袋
綴 

１ 
　
１８

慶
長
九
年
前
田
利
長
知
行
宛
行
状
〜
享
保
十
六
年
前
田
吉
徳
知
行
宛
行
状

５　

御
一
行
之
写 

文
化
五
年
閏
六
月 

茨
木
源
五
左
衛
門 

袋
綴 

１ 
　
１９

慶
長
四
年
前
田
利
家
知
行
所
附
〜
享
和
元
年
前
田
齊
廣
役
料
宛
行
状

三
五
・
一
八　

勤
仕

１　

御
目
付
衆
宮
腰
御
越
に
付
社
并
宮 

（
万
治
）
五
月
八
日 

茨
木
右
衛
門
長
好
・
笹
原
織
部
経
長
・
横
山
式
部

道
掃
除
之
旨
達
書
写 

 

氏
従
↓
寺
中
神
主
將
監
・
権
之
丞

佐
那
武
社
神
主
河
崎
相
模
守
方
伝
来
古
状
之
内 

 

切
紙 

１

２　

大
勢
院
君
御
勤
仕
寺
社
奉
行
古
記 

承
応
二
〜
四
年 

 

袋
綴 

１ 
　
３８

大
勢
院
は
茨
木
右
衛
門
、
内
容
「
寺
社
に
而
牢
人
者
抱
置
之
義
法
度
之
達
に
付
三
ケ
国
寺
社
請
書
」
、
錯
簡
張
込

３　

寛
文
八
年
従
伏
木
浦
大
坂
并
江
戸
登
米　

寛
文
八
年
八
月
十
日 

御
算
用
場
↓
茨
木
伝
右
衛
門
・
神
子
田
九
右
衛

出
船
入
用
之
事　

折
封
入 

 

門
・
大
塚
権
平
・
上
條
弥
右
衛
門 

続
紙 

１

４　

寛
文
十
一
年
七
月
よ
り
同
十
月
迄
才
川　

寛
文
十
一
年
十
一
月
十
八
日 

御
算
用
場
↓
茨
木
伝
右
衛
門
・
野
村
五
郎
兵
衛
・

橋
掛
直
入
用
之
事　
  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
高
畠
次
郎
右
衛
門
・
坂
井
小
右
衛
門
・
湊
貞
右
衛
門
・
辰
巳
金
左
衛
門

　

封
紙
上
書
「
御
算
用
相
済
書
替
」 

 

 

続
紙 

１

５　

延
宝
五
年
分
小
物
成
銀
被
召
上
材
木
并　

天
和
二
年
十
月 

 

一
紙 

１

御
船
御
用
御
算
用
被
遂
御
書
替
書
等
書
類
覚

九
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６　

御
貯
除
知
銀
江
戸
御
供
御
自
用
に
可
遣　

天
和
三
年
三
月
八
日 

奥
村
壱
岐
（
庸
札
）
↓
茨
木
伝
右
衛
門 

一
紙 

１

申
遣
書

７　

前
同 

　
　

貞
享
四
年
三
月
十
六
日 

同
前 

一
紙 

１

８　

高
山
罷
越
之
面
々
へ
御
渡
之
品
々
に
付　

（
元
禄
六
年
）
九
月
二
日 

会
所
↓
井
上
勘
左
衛
門 

切
続
紙 

１

申
越
書

９　

高
山
在
番
罷
越
に
付
御
貯
除
知
銀
入
用　

癸
酉
（
元
禄
六
年
）
九
月
八
日 

奥
村
壱
岐
（
悳
輝
）
内
辻
才
兵
衛
・
米
多
次
兵
衛

に
仕
度
段
聞
届
書 

 

↓
茨
木
伝
右
衛
門
様
御
家
来
衆
中　

切
紙 
１

　
　

茨
木
左
大
夫
義
奥
村
故
丹
波
守
跡
組
差　

乙
酉
（
宝
永
二
年
）
五
月
二
十
六
日　

奥
村
伊
予
（
有
輝
）
・
村
井
出
雲
（
親
長
）
・
前

１０

加
に
付
申
渡
書 

 

　
　

田
美
作
守
（
孝
行
）
↓
本
多
安
房
守
（
政
敏
）

奥
書
「
本
多
安
房
守
↓
茨
木
左
大
夫
」　

折
封
入 

 

切
紙 

１

　
　

中
将
様
御
入
之
義
に
付
書
状　
　
　
　
　

享
保
十
一
年
十
二
月 

↓
茨
木
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

１１

封
紙
上
書
「
享
保
十
一
年
十
二
月　

最
早
之
十
一
月
二
十
六
七
日
也
是
ハ
桜
田
ニ
て
此
御
紙
面
十
二
月
三
日
被
下
候
本
郷
ニ
て
」

　
　

慈
雲
院
様
江
戸
御
詰
中
之
御
自
記　
　
　

享
保
十
三
・
十
四
年 

茨
木
源
五
左
衛
門 

横
帳　
 

１ 
　

１２

２１

　
　

奥
向
女
中
等
勤
方
に
付
書
状　
　
　
　
　

年
未
詳
申
七
月
朔
日 

 

切
紙 

１

１３

封
紙
上
書
「
六
月
三
十
日　

御
紙
面
下
書
」
異
封

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

（
享
保
十
二
年
）
未
十
一
月
朔
日 

 

切
続
紙 

１

１４

封
紙
上
書
「
未
十
一
月
朔
日
御
調
被
成
候
由
ニ
而
同
日
御
直
ニ
被
下
候　

御
筆
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

（
享
保
十
二
年
）
丁
未
極
月
三
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

１５

封
紙
上
書
「
丁
未
十
二
月
三
日
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

（
享
保
十
四
年
）
酉
六
月
五
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

１６

封
紙
上
書
「
酉
六
月
五
日　

御
筆
」

一
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
一　

藩
主
・
知
行　
　

三
五
・
一
八　

勤
仕



　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
正
月
十
三
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

１７

封
紙
上
書
「
正
月
十
三
日　

御
筆
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
三
月
十
二
日 

↓
覚
左
衛
門
・
十
兵
衛 

切
紙 

１

１８
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
五
月
六
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

１９

封
紙
上
書
「
書
付
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
五
月
十
三
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２０
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
五
月
二
十
八
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２１
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
七
月
八
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２２

封
紙
上
書
「
御
用
之
事　

御
筆　

七
月
八
日
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
）
封
入 

年
未
詳
七
月
十
三
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２３
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
七
月
十
六
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２４

封
紙
上
書
「
七
月
六
日　

御
筆
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
八
月
四
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
続
紙 

１

２５
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
）
封
入 

年
未
詳
十
月
十
九
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２６
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
） 

年
未
詳
十
月
二
十
六
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２７

封
紙
上
書
「
御
筆
」

　
　

（
安
芸
御
前
書
状
）
封
入 

年
未
詳
霜
月
二
十
六
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

２８
　
　

（
安
芸
御
前
書
状
封　

切
紙
入
） 

年
月
日
未
詳 

 

封 

１

２９

切
紙
「
此
寿
紙
袋
覚
左
衛
門
殿
江
」

※
安
芸
御
前
は
綱
紀
二
女
節
の
こ
と
で
、
安
芸
（
広
島
）
の
浅
野
家
に
嫁
い
だ
こ
と
か
ら
安
芸
御
前
と
称
さ
れ
た
。
茨
木
覚
左
衛
門
は
享
保
三
年

二
月
に
安
芸
御
前
様
御
附
物
頭
並
に
任
命
さ
れ
、
江
戸
詰
勤
仕
と
な
る
。
史
料　

〜　

番
は
、
以
上
の
経
緯
か
ら
安
芸
御
前
あ
る
い
は
御
附

１４

２９

女
中
関
係
の
書
状
と
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
一

特　
　

茨
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三
五
・
二　

茨
木
家

三
五
・
二
一　

由
緒

１　

茨
木
源
五
左
衛
門
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳　

享
和
二
年
五
月 

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
前
田
大
炊　

袋
綴 

１ 

９

２　

汲
古
雑
帖　

乾
（
文
書
十
三
点
貼
込
） 

（
嘉
永
四
年
） 

森
田
平
之
佑
（
良
見
）
編 

折
本 

１

・
承
応
二
年
二
月
二
十
五
日　

安
藤
次
兵
衛
暇
願
誓
詞
添
状　

茨
木
右
衛
門
・
黒
坂
吉
左
衛
門
↓
大
橋
又
兵
衛
・
湯
原
八
之
丞
・
岡
嶋

兵
庫
・
原
五
郎
左
衛
門

・
承
応
二
年
二
月
二
十
三
日　

安
藤
次
兵
衛
暇
願
に
付
誓
詞　

青
山
織
部
・
岡
嶋
甚
七
組　

安
藤
次
兵
衛
↓
茨
木
右
衛
門
・
黒
坂
吉
左
衛
門

・
卯
月
十
二
日　

御
与
内
黒
坂
・
渡
部
縁
辺
被
仰
出
に
付
一
札　

浅
井
少
兵
衛
↓
茨
木
源
五
左
衛
門
・
熊
谷
久
右
衛
門

・
寅
三
月
六
日　

縁
者
・
親
類
之
義
に
付
届
書　

多
田
次
郎
左
衛
門
↓
山
岡
甚
大
夫

・
四
月
二
十
九
日　

金
沢
飛
脚
に
持
進
状
之
覚　

本
多
図
書
↓
茨
木
覚
左
衛
門

・
九
月
二
十
九
日　

飛
州
御
用
足
軽
小
頭
代
人
に
付
報
状　

辻
長
右
衛
門
・
斉
藤
八
大
夫
↓
茨
木
伝
右
衛
門

・
九
月
二
十
二
日　

飛
州
御
用
足
軽
三
十
三
人
報
状　

斉
藤
八
大
夫
・
辻
長
右
衛
門
↓
茨
木
伝
右
衛
門

・
宝
永
二
年
十
二
月
二
十
一
日　

取
替
銀
相
済
覚　

茨
木
左
大
夫
↓
茨
木
貞
右
衛
門

・
九
月
二
十
六
日　

足
軽
小
頭
不
足
人
補
充
報
状　

斉
藤
八
大
夫
・
辻
長
右
衛
門

・
申
三
月
十
八
日　

御
判
物
頂
戴
に
付
礼
状　

茨
木
覚
左
衛
門
↓
前
田
近
江
守
・
奥
村
伊
予
守
・
横
山
大
和
守
他
十
名

・
丁
卯
（
延
享
四
年
）
三
月
朔
日　

茨
木
覚
左
衛
門
遺
言
書　

（
茨
木
覚
左
衛
門
）
↓
拾
壱
人
殿

・
享
保
十
九
年
八
月
六
日　

茨
木
氏
野
田
山
墓
所
請
地
覚
并
絵
図

・
乙
卯
（
享
保
二
十
年
）
七
月
八
日　

茨
木
家
墓
所
地
子
銀
受
取
書　

桃
雲
寺
典
座
↓
伏
田
金
右
衛
門
・
山
川
甚
助

３　

汲
古
雑
帖
・
寛
量
院
様
御
年
譜
指
上
書　

亥
（
嘉
永
四
年
）
十
二
月
七
日 

森
田
平
之
佑
↓
森
田
大
作
・
山
川
十
郎
兵
衛

封
紙
入 

 

 

切
続
紙 

１

４　

縁
戚
書
上 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

２
一
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
二　

茨
木
家　
　

三
五
・
二
一　

由
緒　
　

三
五
・
二
二　

遺
言
書



５　

茨
木
操
一
類
附 

明
治
十
八
年
二
月 

茨
木
操
↓
山
岸
弘 

折
紙 

１

三
五
・
二
一
│
追　

茨
木
譜
備
考
並
年
譜
等
（
帙
入
）　

明
治
十
一
年
八
月　

森
田
良
見
編 

袋
綴 　
　
　

冊
２０

（
１
〜　

）　

茨
木
譜
備
考　

文
久
二
年
三
月
（
一
巻
序
文
）　

冊
、（　

）
藩
公
御
一
行
物
写　

１
冊
、（　

）
澄
源
院
君
年
譜　

嘉

１０

１０

１１

１２

永
七
年
六
月　

１
冊
、
（　

・　

）
寛
量
院
君
御
年
譜　

嘉
永
四
年
十
一
月
四
日　

２
冊
、
（　

〜　

）
寛
性
院
君
御
年
譜　

安
政

１３

１４

１５

１７

四
年
十
一
月
二
十
七
日　

３
冊
、
（　

）
藻
塩
草　

嘉
よ
う
（
永
）
七
年
霜
月
（
序
文
）　

１
冊
、
（　

）
落
ち
葉
の
露　

安
政
二
年

１８

１９

十
月
十
日　

２
冊

　

本
書
の
帙
に
は
「
柿
園
舎
蔵
書
」
と
し
て
、
本
書
の
由
来
が
記
さ
れ
、
「
弘
化
以
来
奉
寛
性
君
（
茨
木
主
膳
）
之
内
命
」
に
よ
っ
て
茨
木
家
の

家
譜
が
編
纂
さ
れ
、
「
嘉
永
七
年
十
月
漸
脱
草
稿
、
正
家
譜
一
冊
選
定
」
さ
れ
た
と
す
る
。
本
書
は
一
冊
本
で
あ
っ
た
家
譜
に
関
係
事
項
を

追
記
し
て
十
冊
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。　

〜　

の
家
譜
に
つ
い
て
も
茨
木
家
々
譜
編
纂
に
関
わ
る
も
の
で
、
史
料
三
五
・
二
一
│
３
に
は

１２

１７

嘉
永
四
年
に
「
寛
量
院
君
御
年
譜
」
を
柿
園
が
提
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
本
書
は
「
森
田
家
」
に
所
蔵
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
近
代
に
入
っ
て
茨
木
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
五
・
二
二　

遺
言
書

１　

茨
木
伝
右
衛
門
遺
言
書 

元
禄
六
年
八
月
十
八
日 

茨
木
伝
右
衛
門
↓
奥
村
壱
岐
（
悳
輝
）　

一
紙 

１

封
紙
上
書
「
遺
書　

茨
木
伝
右
衛
門
」

２　

茨
木
伝
右
衛
門
遺
言
書 

元
禄
十
年
五
月
二
日 

茨
木
伝
右
衛
門
↓
奥
村
壱
岐 

一
紙 

１

封
紙
上
書
「
遺
書　

茨
木
伝
右
衛
門
」「
如
此
相
□
り
六
月
二
十
四
日
七
つ
時
由
比
□
兵
衛
同
道
ニ
而
遺
物
共
壱
岐
殿
へ
持
参
上
候　

ひ
か
え
」

３　

茨
木
源
五
左
衛
門
遺
言
書 

享
保
十
五
年
八
月
十
五
日 

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
奥
村
伊
予
守
・
横
山
大
和

守
・
本
多
安
房
守
・
長
甲
斐
守
・
前
田
大
炊
・
奥
村
内
記
・
村
井
主
膳
・
津
田
玄

蕃
・
前
田
修
理
・
前
田
勘
解
由
・
中
川
式
部
・
玉
井
市
正 

一
紙 

１

封
紙
上
書
「
遺
書　

茨
木
源
五
左
衛
門
」「
享
保
十
五
年
八
月
十
五
日
調
置
」

一
三

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



４　

茨
木
主
殿
遺
言
書 

弘
化
二
年
三
月
二
十
五
日 

茨
木
主
殿
↓
長
將
之
佐
（
連
弘
）
一
紙 

１

封
紙
上
書
①
「
弘
化
二
年
三
月
二
十
六
日
見
届
之　

茨
木
主
殿
遺
書　

長
將
之
佐
」
②
「
遺
書　

茨
木
主
殿
」
③
「
弘
化
二
年
三
月
二
十

六
日
將
之
佐
殿
見
届　

遺
書
」

５　

茨
木
源
五
左
衛
門
遺
言
書 

安
政
五
年
九
月
二
十
一
日 

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
村
縫
殿
右
衛
門
・
堀
半
左
衛
門

 

　

封
紙
上
書
「
茨
木
源
五
左
衛
門
遺
書　

後
操
ト
改
」「
安
政
五
年
九
月
二
十
一
日
見
届
之　

村
縫
殿
右
衛
門
」 

一
紙 

１

６　

遺
言
書
雛
形 

年
月
日
未
詳 

 

一
紙 

１

三
五
・
二
三　

家
計
（
扶
持
・
貸
借
）

１　

勝
手
方
諸
色
図
帳 

天
和
三
年
二
月
九
日　

奥
村
壱
岐
↓
茨
木
伝
右
衛
門 

袋
綴 

１ 

８

延
宝
五
年
�
十
二
月
二
十
七
日 

茨
木
伝
右
衛
門
↓
神
尾
数
馬
・
富
永
小
右
衛
門

２　

江
戸
渡
御
扶
持
差
引
返
上
申
渡
書 

年
未
詳
正
月
十
九
日 

御
算
用
場
↓
茨
木
伝
右
衛
門 

切
紙 

１

折
封
入

３　

前
同 

前
同 

前
同 

切
紙 

１

４　

元
禄
十
三
・
十
四
年
分
金
銀
請
払
算
用
済
之
事　

元
禄
十
五
年
十
二
月
四
日　

（
茨
木
）
左
大
夫
↓
竹
村
弥
三
丞　

一
紙 

１

５　

収
納
米
預
御
請
合
証
文 

明
和
九
年
六
月 

放
生
津
町
松
屋
源
四
郎
・
同
所
松
屋
長
右
衛
門
↓

紙
背
「
御
一
行
之
写
帳　

二
」
包
紙
入 　
　
　
　

茨
木
鉄
次
郎
様
御
内
山
川
五
右
衛
門
・
坂
井
五
大
夫 

続
紙 

１

６　

寛
量
院
様
御
遺
物
留
帳 

文
政
四
年
十
二
月 

 

長
帳 

１ 

７

表
紙
上
書
「
文
政
四
年
巳
十
二
月　

寛
量
院
様
御
遺
物
留
帳
并
妙
玄
隠
様
御
模
様
払
留
ト
モ
」

７　

知
行
地
別
蔵
入
地
書
上
并
請
取
切
手
数
覚
書　

年
未
詳
五
月 

御
算
用
場
↓
茨
木
鉄
次
郎　

切
紙
・
切
続
紙 　

２

８　

掛
物
長
持
入
目
録 

庚
戌
（
嘉
永
三
年
） 

 

切
続
紙 

１

探
幽
三
幅
対
等
三
十
六
件

一
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
二　

茨
木
家　
　

三
五
・
二
二　

遺
言
書　
　

三
五
・
二
三　

家
計（
扶
持
・
貸
借
）



９　

兵
助
殿
よ
り
来
ル
道
具
共
覚 

年
未
詳
戌
十
二
月 

 

横
帳 

１ 

６

片
山
中
脇
刺
等
四
十
二
件

　
　

権
之
丞
等
へ
遣
之
品
々
書
上 

年
未
詳
十
二
月
四
日 

伊
藤
平
兵
衛
↓
茨
木
権
丞 

切
続
紙 

１

１０

権
之
丞
へ
十
品
、
権
之
丞
奥
へ
十
一
品
、
三
之
助
へ
四
品
、
お
春
へ
十
一
品
、
あ
へ
り
へ
五
品

　
　

茶
わ
ん
書
上 

年
未
詳
五
月
三
日 

 

切
紙 

１

１１

封
紙
上
書
「
祖
開
院
殿
御
手
跡
」

　
　

の
り
お
し
板
・
さ
い
工
箱
等
代
金
覚　

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

１２
　
　

借
用
金
利
足
等
算
用
書 

年
未
詳
酉
二
月 

小
川
代
理
人
新
川
除
町
北
谷
信
夫　

切
紙 
１

１３
　
　

銭
借
用
証
文 

明
治
六
年
二
月 

高
柳
咸
政
↓
茨
木
操 

一
紙 

１

１４

奥
書
「
小
川
信
行
・
堀
江
脇
次
郎
」

　
　

金
子
拝
領
に
付
証
文
一
札 

明
治
十
年
三
月
二
十
二
日 

乳
母
↓
久
江
常
男 

罫
紙 

１

１５

奥
書
「
請
人
六
斗
林
越
野
久
右
衛
門
・
同
お
は
ち
く
」

　
　

金
子
借
用
証
文 

明
治
十
三
年
七
月 

吉
野
五
十
八
郎
・
保
証
人
茨
木
忠
顕
↓
茨
木
操

１６
 

 

 

 

証
紙 

１

　
　

金
子
借
用
証
文 

明
治
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日 

菊
池
武
及
↓
茨
木
操 

一
紙 

１

１７
　
　

金
子
受
領
証 

明
治
十
四
年
二
月
二
十
七
日 

橋
場
町
檜
田
久
次
郎
↓
茨
木 

切
紙 

１

１８
　
　

中
勘
金
請
取
書 

明
治
十
四
年
八
月
三
十
一
日 

小
島
義
央
↓
茨
木 

一
紙 

１

１９
　
　

作
料
決
算
相
済
に
付
証
文
一
札 

明
治
十
五
年
七
月
十
四
日 

森
幸
吉
↓
茨
木 

切
紙 

１

２０
　
　

金
子
借
用
証
文 

明
治
十
六
年
一
月
一
日 

借
用
人
片
町
額
谷
弥
平
・
受
人
大
工
町
竹
村
与
右

２１
 

 

 

衛
門
↓
茨
木
操 

証
紙 

１

　
　

金
子
借
用
証
文 

明
治
十
八
年
五
月 

水
溜
町
茨
木
操
↓
中
谷
和
兵
衛 　

罫
紙 

１ 

２２

一
五

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



三
五
・
二
四　

日
記
・
小
払
帳

１　

日
誌 

宝
暦
十
年
正
月 

 

胡
蝶
装 

１ 
　
５４

宝
暦
十
年
正
月
一
日
〜
六
月
二
十
九
日
分

２　

金
銭
請
払
並
日
記 

明
治
三
年
正
月
〜
十
二
月 

 

長
帳 

１ 
　
４６

表
紙
「
明
治
三
年
ヨ
リ
同
十
二
月
マ
テ　

金
銭
並
日
記　

当
年
於
信
出
生
七
月
二
十
九
日
ナ
リ
」

３　

日
記
並
小
払
帳 

明
治
四
年
正
月
〜
十
二
月 

 

長
帳 

１ 
　
１０

表
紙
「
明
治
四
年
辛
未
正
月
ヨ
リ
同
十
二
月
マ
テ　

日
記
並
小
払
帳　

当
年
於
文
出
生
但
十
一
月
十
日
ナ
リ
」

４　

日
記
並
小
払
帳 

明
治
五
年
正
月
〜
同
八
年
十
二
月 
 

長
帳 

１ 
　
２７

表
紙
「
明
治
五
年
壬
申
正
月
ヨ
リ
同
八
年
十
二
月
三
十
一
日
マ
デ　

同
年
五
月
十
日
水
溜
町
家
作
江
引
移　

日
記
並
小
払
帳　

明
治

七
年
五
月
二
十
三
日
琴
美
出
生
」

５　

日
記
並
小
払
帳 

明
治
九
年
一
月
〜
同
十
五
年 

 

長
帳 

１ 
　
４０

表
紙
「
明
治
九
年
丙
子
一
月
一
日
ヨ
リ
同
十
五
年
マ
テ　

日
記
並
小
払
帳　

明
治
九
年
子
八
月
十
九
日
清
次
郎
出
生　

同
十
二
年
卯

六
月
二
十
九
日
貞
出
生
同
十
四
年
巳
二
月
十
五
日
捨
男
出
生
同
年
四
月
病
死　

同
十
五
年
午
二
月
二
十
三
日
銓
出
生
」

６　

日
記 

明
治
二
十
三
年
一
月
〜
同
三
十
二
年  

長
帳 

１ 
　
３４

表
紙
「
明
治
二
十
三
年
一
月
改
同
三
十
二
年
ニ
至
ル　

日
記　

明
治
二
十
三
年
五
月
一
日
幾
重
出
生　

同
二
十
四
年
十
二
月
十
一
日
吉

野
五
十
八
郎
片
養
女
ニ
遣
ス　

同
二
十
五
年
四
月
十
日
早
道
町
四
十
三
番
地
転
宅　

同
二
十
七
年
三
月
四
日
忠
彦
出
生　

同
年
種
痘
」

７　

日
記 

明
治
三
十
五
年
一
月
〜
十
二
月 

 

横
帳 

１ 
　
１１９

８　

日
記 

明
治
三
十
七
年
一
月
〜
十
二
月 

 

横
帳 

１ 
　
１１８

三
五
・
二
五　

縁
組
願

１　

茨
木
源
五
左
衛
門
孫
娘
縁
組
願
一
件 　

辰
六
月
十
五
日
・
七
月
二
十
二
日 　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
紙
・
折
紙　
　

２
一
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
二　

茨
木
家　
　

三
五
・
二
四　

日
記
・
小
払
帳　
　

三
五
・
二
五　

縁
組
願　
　

三
五
・
二
六　

婚
儀



・
茨
木
源
五
左
衛
門
娘
縁
辺
願
書　

辰
六
月
十
五
日　

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
奥
村
因
幡
・
奥
村
河
内
・
今
枝
民
部
・
前
田
対
馬
（
奥
書
）

茨
木
源
五
左
衛
門
甥
御
馬
廻
吉
田
次
右
衛
門
と
縁
辺
申
合
旨
申
上
書　

六
月
十
五
日　

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
充
所
な
し

・
茨
木
源
五
左
衛
門
孫
娘
縁
組
願
聞
届
状　

辰
七
月
二
十
二
日　

今
枝
民
部
（
近
義
）
・
奥
村
因
幡
（
和
豊
）
・
奥
村
河
内
（
栄
清
）
・
前
田

対
馬
（
孝
貞
）
↓
茨
木
源
五
左
衛
門

封
紙
上
書
「
茨
木
右
衛
門
様
・
伊
藤
内
膳
様
・
菊
池
大
学
様　

青
地
四
郎
左
衛
門
・
岡
嶋
兵
庫
・
岩
田
内
蔵
助
」

２　

茨
木
伝
右
衛
門
嫡
子
并
息
女
縁
組
願
一
件　

己
巳
（
元
禄
二
年
）
三
月
十
九
・
二
十
日 

切
紙 

１

 

 

 

 

長
帳 

１ 

３

・
茨
木
左
大
夫
願
之
通
縁
辺
可
申
合
申
渡
書　

己
巳
三
月
十
九
日　

津
田
玄
蕃
孟
昭
・
横
山
筑
前
正
房
・
奥
村
伊
予
時
成
・
前
田
佐
渡

孝
貞
・
本
多
安
房
政
長
↓
奥
村
因
幡

・
茨
木
伝
右
衛
門
娘
願
之
通
縁
辺
可
申
合
申
渡
書　

己
巳
三
月
十
九
日　

差
出
・
宛
名
前
同

・
嫡
子
并
娘
縁
組
願
之
義
聞
届
に
付
副
書　

己
巳
三
月
二
十
日　

奥
村
因
幡
悳
輝
↓
茨
木
伝
右
衛
門

・
縁
組
願
聞
届
に
付
登
城
御
礼
可
申
上
申
渡
書　

三
月
二
十
日　

奥
村
因
幡
↓
茨
木
伝
右
衛
門

封
紙
上
書
「
左
大
夫
并
娘
縁
組
奉
願
処
己
巳
三
月
二
十
日
両
人
縁
組
被
仰
付
御
老
中
よ
り
御
紙
面
二
通
并
奥
村
因
幡
殿
よ
り
副
状
壱
通
」

三
五
・
二
六　

婚
儀

　

― 
お
鉄
婚
儀 
―

１　

お
鉄
様
御
婚
礼
御
用
諸
事
留 

安
政
五
年
十
一
月
〜 

 

袋
綴 

１ 
　
４４

２　

お
鉄
様
御
引
移
一
件
綴 

万
延
元
年
四
月 

 

長
帳 

１ 
　
７２

袋
上
書
「
万
延
元
年
四
月　

お
鉄
様
御
婚
礼
一
件　

但
山
岸
久
太
郎
様
御
縁
組
也
」

　

― 
茨
木
源
五
左
衛
門
再
縁 
―

３　

茨
木
源
五
左
衛
門
御
再
縁
御
願
書 

丁
卯
（
慶
応
三
年
）
四
月
十
六
日 

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
斉
田
重
郎
左
衛
門
・
由
比
覚

 

 

 

左
衛
門 

続
紙 

１
一
七

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



奥
書
「
斉
田
重
郎
左
衛
門
・
由
比
覚
左
衛
門
↓
前
田
土
佐
守
・
奥
村
伊
予
守
・
本
多
播
磨
守
・
長
大
隅
守
・
横
山
三
左
衛
門
・
前
田

玄
蕃
・
村
井
又
兵
衛
・
横
山
蔵
人
・
本
多
図
書
・
前
田
將
監
・
前
田
内
蔵
太
・
前
田
典
膳
・
不
破
彦
三
・
大
音
帯
刀
・
横
山
外
記
・

品
川
左
門
・
篠
原
勘
六
」
、
付
紙
「
本
文
入
御
覧
候
処
可
為
願
之
通　

被
仰
出
候
以
上　

丁
卯
五
月
八
日　

長
大
隅
守
」
、
封
紙
上
書
「
御

再
縁
御
願
書
附
」

４　

仙
石
堅
二
郎
妹
縁
組
願
書 

丁
卯
（
慶
応
三
年
）
四
月 

仙
石
堅
二
郎
↓
津
田
玄
蕃
・
前
田
図
書
・
中
川
式

 

 

 

部 

一
紙 

１

５　

仙
石
堅
二
郎
様
御
妹
御
縁
組
御
用
諸
事
留　

慶
応
三
年
四
月
〜 

 

袋
綴 

１ 
　
４６

６　

御
道
具
目
録 

（
明
治
二
年
）
二
月
四
日 

沢
崎
七
郎
左
衛
門
↓
山
川
十
郎
兵
衛
・
坂
井
三
之
丞

封
紙
上
書
「
御
道
具
目
録
」 

 

 

一
紙 

１

７　

御
引
移
之
節
御
土
産
物
下
帳 

明
治
二
年
二
月 

 

長
帳 

１ 

７

８　

御
土
産
物
控
帳 

明
治
二
年
二
月 

 

長
帳 

１ 

５

９　

御
引
移
り
并
御
舅
入
御
都
合
帳 

明
治
二
年
二
月 

 

袋
綴 

１ 
　
１２

　
　

御
道
具
附 

明
治
二
年
三
月
六
日 

 

長
帳 

１ 

４

１０

袋
上
書
「
明
治
二
年
己
巳
三
月
六
日
御
輿
入　

同
日
御
舅
入
同
月
十
六
日
御
卿
開　

忠
恕
公
御
再
縁
一
件　

但
仙
石
堅
二
郎
様
御
妹

様
也　

并
初
産
一
件
」
、
御
用
御
菓
子
所　

金
沢
香
林
坊
橋
高　

米
屋
与
三
八
の
菓
子
袋

　
　

御
引
移
御
作
法
帳 

 

 

袋
綴 

１ 
　

１１

１４

　
　

茨
木
源
五
左
衛
門
御
再
縁
諸
届
等
留　

（
明
治
二
年
） 

 

長
帳 

１ 

２

１２
　

― 
お
直
婚
儀 
―

　
　

お
直
拵
付
下
帳 

明
治
八
年
五
月
三
日 

 

長
帳 

１ 

４

１３

長
刀
・
守
脇
刺
・
挟
箱
・
指
駕
籠
等

　
　

お
直
さ
婚
礼
拵
買
上
物
等
留 

明
治
八
年
五
月
〜 

 

長
帳 

１ 

３

１４

一
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
二　

茨
木
家　
　

三
五
・
二
六　

婚
儀



さ
ん
こ
ふ
し
・
蒔
絵
重
居
・
双
六
盤
石
と
も
等

　
　

御
着
帯
御
祝
進
片
等
し
ら
へ
帳 

明
治
九
年
七
月 

 

長
帳 

１ 

３

１５

袋
上
書
「
明
治
八
年
八
月
十
八
日　

操
長
女
直
菊
池
武
及
方
江
婚
礼
一
件　

并
初
産
一
件　

同
九
年
十
一
月
四
日
也
」

内
容
「
隠
婆
入
用
方
」「
御
出
生
様
御
入
用
之
分
」「
出
産
之
上
調
理
」

　
　

菊
池
家
等
続
柄
之
覚 

年
未
詳
七
月 

菊
池
武
及 

切
続
紙 

１

１６
　
　

結
納
口
上
書 

年
未
詳
五
月
十
日 

菊
池
武
及
↓
茨
木
操 

切
続
紙 

１

１７
　
　

引
手
人
・
刻
限
等
覚 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

１８
　
　

御
道
具
請
取
帳 

年
未
詳
九
月
十
六
日 

菊
池
武
及 

長
帳 

１ 

３

１９

一
番
道
具
〜
四
番
道
具
ま
で

　
　

小
袖
箪
笥
等
道
具
書
上 

年
月
日
未
詳 

 

長
帳 

１ 

２

２０

前
史
料
の
箪
笥
・
長
持
の
中
身

　
　

長
刀
等
道
具
書
上
帳 

年
月
日
未
詳 

 

長
帳 

１ 

３

２１
　
　

綿
入
・
服
紗
等
書
上
帳 

年
月
日
未
詳 

 

長
帳 

１ 

４

２２
　
　

扇
子
箱
等
書
上 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

２３
　
　

御
懸
磐
等
代
金
算
用
書 

年
月
日
未
詳 

久
江
常
男
↓
茨
木 

切
続
紙 

１

２４
　
　

お
直
さ
引
移
祝
義
物
覚 

年
月
日
未
詳 

 

長
帳 

１ 

２

２５
　
　

祝
義
品
配
布
覚 

年
月
日
未
詳 

 

長
帳 

１ 

３

２６
　
　

出
入
人
等
振
舞
覚 

年
月
日
未
詳 

 

切
続
紙 

１

２７
　
　

下
之
分
献
立
書 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

２８
　

― 
お
信
婚
儀 
―

　
　

茨
木
信
婚
義
に
付
縁
女
続
柄
書 

明
治
十
八
年
二
月 

茨
木
操
↓
山
岸
千
吉 

折
紙 

１

２９

袋
上
書
「
明
治
十
八
年
二
月　

操
二
女
信
婚
礼
一
件
」

一
九

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



　
　

御
道
具
受
取
茂
久
録　

封
入 

明
治
十
八
年
二
月
二
十
七
日 

山
岸
弘
↓
茨
木
操 

長
帳 

１ 

２

３０
　
　

山
岸
弘
・
千
吉
一
類
附　

封
入 

明
治
十
八
年
二
月 

山
岸
弘
・
千
吉
↓
茨
木
操 

折
紙 

２

３１
　
　

上
下
料
理
員
数
覚 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

３２
三
五
・
二
七　

子
女

１　

茨
木
源
五
左
衛
門
末
期
養
子
願
に
付 　

戌
（
安
永
七
年
）
�
七
月 

不
破
新
兵
衛
↓
茨
木
源
五
左
衛
門　

切
続
紙 
１

返
書

２　

産
婦
渡
之
出
生
御
仕
切
銀
請
取
書 

年
未
詳
辰
九
月
十
四
日 

御
座
屋
茂
兵
衛
↓
茨
木
源
太
左
衛
門
様
御
役
人

 

 

 

衆
中 

切
紙 

１

３　

母
子
共
御
屋
敷
出
入
不
仕
旨
一
札 

年
未
詳
辰
九
月
十
四
日 

御
座
屋
茂
兵
衛
↓
茨
木
源
太
左
衛
門 

切
紙 

１

４　

茨
木
源
五
左
衛
門
奥
方
安
産
一
件 

明
治
三
年
四
月
〜
八
月 

 

袋
綴 

１ 

９

表
紙
「
明
治
三
年
庚
午
四
月
よ
り
八
月
迄　

名
信
弐
番
目
娘　

源
五
左
衛
門
奥
方
安
産
一
件
留
帳　

但
奥
方
初
産
也
」

５　

産
子
之
義
に
付
祝
詞
状 

年
未
詳
七
月
十
八
日 

山
岸
弘
↓
茨
木
操 

切
続
紙 

１

６　

男
子
貰
請
証
文 

明
治
十
六
年
八
月
十
五
日 

宮
野
信
一
↓
茨
木
忠
良 

証
紙 

１

奥
書
「
東
谷
清
太
郎
」

７　

男
子
貰
請
約
定
書 

明
治
十
八
年
二
月 

明
石
伊
三
郎
↓
茨
木
操 

罫
紙 

１

奥
書
「
金
沢
区
鱗
町　

雇
人
受
宿
営
業　

清
水
五
市
」　

― 
お
宅
一
件 
―

８　

召
仕
人
娘
之
義
に
付
届
書 

元
禄
二
年
二
月
二
十
一
日 

茨
木
伝
右
衛
門
↓
岡
嶋
市
郎
兵
衛
・
不
破
彦
三

 

 

 

 

一
紙 

２

９　

切
支
丹
類
族
之
義
申
談
に
付
可
罷
越
達　

年
未
詳
二
月
二
十
二
日 

斉
藤
中
務
・
野
村
五
郎
兵
衛
・
山
崎
治
部
右
衛
門

二
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
二　

茨
木
家　
　

三
五
・
二
六　

婚
儀　
　

三
五
・
二
七　

子
女



 

 

 

↓
茨
木
伝
右
衛
門 

切
紙 

１

　
　

茨
木
伝
右
衛
門
娘
切
支
丹
末
類
に
付　

元
禄
二
年
三
月
十
日 

①
茨
木
伝
右
衛
門
↓
岡
嶋
市
郎
兵
衛
・
不
破
彦
三
・

１０

御
預
之
義
届
書
并
届
書
に
付
申
付
書  

斉
藤
中
務
・
山
崎
治
部
右
衛
門
・
野
村
五
郎
兵
衛

 

 

②
野
村
五
郎
兵
衛
↓
茨
木
伝
右
衛
門

 

 

 

 

一
紙
・
切
紙　

３

　
　

お
宅
死
去
届

１１

①
茨
木
伝
右
衛
門
娘
死
去
之
義
切
支 　

元
禄
八
年
十
一
月
二
十
四
日 

茨
木
伝
右
衛
門
（
左
大
夫
代
判
）
↓
岡
嶋
市
郎
兵

丹
類
族
に
付
届
書 

 

不
破
彦
三
・
山
崎
源
五
左
衛
門
・
野
村
五
郎
兵
衛
・

 

 

 

半
田
惣
兵
衛
・
奥
村
市
右
衛
門 　

一
紙 

１

封
紙
上
書
「
元
禄
八
年
十
一
月
二
十
五
日　

お
宅
死
去
ニ
付
一
巻
書
付
共
々
ひ
か
え
」

②
吉
田
茂
平
内
室
死
去
之
義
切
支
丹　

（
元
禄
八
年
）
十
一
月
二
十
五
日 

奥
村
壱
岐
内
米
多
平
左
衛
門
・
米
多
弥
次
兵
衛
↓

類
族
に
付
宗
門
奉
行
御
届
之
旨
承  

茨
木
伝
右
衛
門
様
内
今
井
忠
兵
衛　

切
紙 
１

知
方
返
書　

封
入

③
届
紙
面
請
取
之
旨
返
書 

（
元
禄
八
年
）
十
一
月
二
十
六
日 

半
田
惣
兵
衛
↓
茨
木
左
大
夫 

切
紙 

１

　
　

切
支
丹
類
族
之
者
死
去
に
付
寺
証
文 　

元
禄
八
年
十
一
月 

 

続
紙 

１

１２

継
立
届
書

①
加
賀
金
沢
禅
宗
瑞
雲
寺
↓
窪
田
喜
右
衛
門
・
恒
川
又
助

②
窪
田
喜
右
衛
門
・
恒
川
又
助
↓
岡
嶋
市
郎
兵
衛
・
不
破
彦
三
・
山
崎
源
五
左
衛
門
・
半
田
惣
兵
衛
・
野
村
五
郎
兵
衛
・
奥

村
市
右
衛
門

③
在
江
戸
ニ
付
せ
が
れ
左
大
夫
代
判　

茨
木
伝
右
衛
門
↓
宛
所
右
六
人

　
　

黒
田
権
丞
娘
市
檀
那
寺
并
請
人
書 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

２ 

１３

二
一

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



三
五
・
二
八　

交
際

１　

稽
古
始
め
候
義
に
付
案
内
書
状 

年
未
詳
正
月
十
一
日 

前
田
土
佐
守
（
直
躬
）
↓
茨
木
左
大
夫 

切
紙 

１

２　

こ
こ
ろ
遣
い
お
世
話
方
に
付
礼
状 

年
未
詳
卯
月
十
七
日 

 

切
紙 

１

３　

西
條
柿
被
下
候
時
分
御
書
付 

年
未
詳
四
月
二
十
七
日 

 

切
紙 

１

封
紙
上
書
「
四
月
二
十
七
日
西
條
柿
被
下
候
時
分
御
書
付　

御
筆
」

４　

大
膳
殿
四
十
九
日
之
義
に
付
書
状 

年
未
詳
五
月
十
一
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

５　

敷
物
之
義
に
付
書
状 

年
未
詳
六
月
四
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

２

６　

居
宅
伺
の
義
に
付
書
状　

封
紙
入 

年
未
詳
六
月
二
十
一
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

７　

到
来
す
い
か
に
付
書
状 

年
未
詳
八
月
四
日 

↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

封
紙
上
書
「
目
出
度
笑
草
ニ
つ
か
わ
し
候
」

８　

寒
中
見
舞
并
懇
志
之
礼
状 

年
未
詳
十
一
月
二
十
六
日 

寺
西
弾
正
↓
茨
木
源
五
左
衛
門 　

切
続
紙 
１

９　

歳
暮
祝
儀
之
書
状 

年
未
詳
極
月
二
十
八
日 

酒
↓
覚
左
衛
門 

切
紙 

１

　
　

音
信
書
状 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

２

１０
　
　

中
川
家
本
多
家
隠
居
之
覚 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

１１
　
　

茨
木
家
出
入
人
等
員
数
書 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

１２
　
　

肴
頂
戴
に
付
礼
書
状 

明
治
二
十
一
年
五
月
十
三
日 

仙
石
政
直
↓
生
駒
義
直
・
茨
木
操　

切
続
紙 
１

１３
　
　

無
音
打
過
之
義
に
付
詫
書
状 

年
未
詳
五
月
三
日 

山
岸
千
吉
↓
尚
友
庵
尊
丈 

切
続
紙 

１

１４
　
　

宗
順
病
気
之
義
に
付
書
状 

年
未
詳
八
月
四
日 

 

切
紙 

１

１５

封
紙
上
書
「
八
月
四
日
御
書　

同
十
九
日
出　

御
請
成
候
」

　
　

豊
嶋
是
將
等
住
所
覚 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

１６
　
　

列
国
志
差
上
に
付
書
状 

年
月
日
未
詳 

為
文
↓
亀
水 

切
紙 

１ 

１７

二
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
二　

茨
木
家　
　

三
五
・
二
八　

交
際　
　

三
五
・
二
九　

屋
敷　
　
　

三
五
・
三　

家
中　
　

三
五
・
三
一　

家
政　
　

三
五
・
三
二　

知
行



三
五
・
二
九　

屋
敷

１　

仙
石
町
御
居
屋
鋪
古
図
并
新
屋
敷
ニ 　

年
月
日
未
詳 

 

一
鋪 

９

可
建
御
住
居
之
絵
図
等　

袋
入

２　

茨
木
町
屋
敷
地
坪
数
図 

年
月
日
未
詳 

 

一
鋪 

１

３　

茨
木
町
屋
敷
略
尺
図 

年
月
日
未
詳 

 

一
鋪 

１

４　

御
家
相
判
断
并
改
補
図　

袋
入 

年
月
日
未
詳 

詮
貞 

折
紙
・
一
枚 　

２

三
五
・
三　

家
中

三
五
・
三
一　

家
政

１　

御
格
式
帳 

元
文
五
年
六
月
二
十
九
日 

 

袋
綴 

１ 
　
１５

２　

当
家
立
身
繁
昌
之
願
懸
に
付
申
送
状 　

天
保
十
一
年
九
月
六
日 

（
主
殿
）
忠
順 

一
紙 

１

３　

御
屋
敷
向
諸
旧
例　

上 

弘
化
三
年
五
月 

 

袋
綴 

１ 
　
１１０

表
紙
「
御
屋
敷
表
諸
例　

年
中
行
事
諸
例　

御
法
事
等
之
諸
例　

寺
方
之
諸
例
」

挟
冊
文
書
「
明
治
二
年　

祈
祷
之
義
に
付
千
手
院
申
付
書
状　

山
川
・
坂
井
↓
千
手
院
」 

切
紙 

１

４　

御
家
臣
向
諸
旧
例　

下 

弘
化
三
年
五
月 

 

袋
綴 

１ 
　
１０５

表
紙
「
御
家
臣
諸
例　

同
勤
向
之
例　

御
知
行
御
扶
持
方
被
下
諸
例　

御
家
臣
病
死
等
諸
例
」

５　

御
格
式
牒 

嘉
永
四
年
正
月 

 

袋
綴 

１ 
　
３０

第
一
御
判
物
書
法
、
第
二
御
扶
持
方
よ
り
新
知
被
仰
付
候
済
方
御
定
〜
第
二
十
御
近
火
之
節
日
用
賃
銭
定
、
年
中
行
事

三
五
・
三
二　

知
行

１　

茨
木
小
刑
部
知
行
宛
行
状 

寛
永
四
年
卯
月
朔
日 

茨
木
小
刑
部
↓
茨
木
内
蔵
丞 

折
紙 

１

封
紙
上
書
「
寛
永
四
年
卯
月
朔
日　

知
行
遣
候　

ひ
か
へ
帳
」　

百
十
石
宛
行

二
三

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



２　

茨
木
小
刑
部
知
行
宛
行
状 

寛
永
十
三
年
十
二
月
十
一
日 

茨
木
小
刑
部
（
源
吾
左
衛
門
）
↓
松
田
覚
兵
衛

封
紙
上
書
「
茨
木
源
五
左
衛
門
殿
」
紙
背
「
寛
永
三
年
十
二
月
二
十
四
日
知
行
高
五
拾
石
中
川
作
右
衛
門
、
寛
永
拾
三
年
十
二
月
二
十
四

日
ニ
加
増
共
ニ
知
行
高
五
拾
石
堀
田
佐
郎
右
衛
門
、
十
二
月
二
十
四
日
覚
書
、
高
五
拾
石
遣
候　

寛
永
拾
五
年
三
月
九
日
ニ
小
杉
権

兵
衛
ニ
」　

百
石
宛
行 

 

 

折
紙 

１

３　

茨
木
右
衛
門
知
行
宛
行
状 

承
応
二
年
八
月
六
日 

茨
木
右
衛
門
（
源
吾
左
衛
門
）
↓
竹
村
市
兵
衛

封
紙
上
書
「
承
応
二
年　

右
衛
門
様
御
判
物
」　

百
石
宛
行 

 

折
紙 

１

４　

茨
木
伝
右
衛
門
知
行
宛
行
状 

延
宝
四
年
二
月
九
日 

茨
木
伝
右
衛
門
長
重
↓
竹
村
市
兵
衛

封
紙
上
書
「
延
宝
四
年　

伝
右
衛
門
様
御
判
物
」　

百
石
宛
行 

 

折
紙 

１

５　

道
啓
（
左
大
夫
）
知
行
宛
行
状 

宝
暦
六
年
七
月 

道
啓
（
茨
木
左
大
夫
）
↓
山
川
五
右
衛
門

遺
知
八
十
石 

 

 

折
紙 

１

６　

子
成
（
左
大
夫
）
知
行
宛
行
状 

宝
暦
八
年
二
月 

子
成
（
茨
木
源
五
左
衛
門
）
↓
坂
井
五
大
夫

新
知
六
十
石 

 

 

折
紙 

１

７　

自
道
（
源
吾
左
衛
門
）
知
行
宛
行
状 

安
永
七
年
七
月
六
日 

自
道
（
茨
木
源
五
左
衛
門
）
↓
森
田
武
右
衛
門

加
増
知
十
石
、
合
五
十
石 

 

 

折
紙 

１

８　

茨
木
源
五
左
衛
門
知
行
宛
行
状 

安
永
七
年
十
月
十
一
日 

茨
木
源
五
左
衛
門
↓
山
川
長
右
衛
門

袋
上
書
「
御
紙
面
等
入
」　

八
十
石
宛
行 

 

折
紙 

１

９　

扶
持
目
録 

年
月
日
未
詳 

↓
竹
村
初
三
郎 

一
紙 

１

　
　

御
判
物
留 

安
政
三
年
正
月 

 

袋
綴 

１ 
　

１０

２９

御
判
物
書
法
、
寛
永
四
年
茨
木
小
刑
部
長
好
知
行
宛
行
状
〜
明
治
二
年
茨
木
源
五
右
衛
門
忠
恕
知
行
宛
行
状

　
　

家
臣
扶
持
引
足
覚 

慶
応
三
年
正
月
〜
明
治
二
年
十
月 
 

切
続
紙 

１

１１
　
　

茨
木
家
譜
代
家
来
共
相
続
并
扶
持 

巳
（
明
治
二
年
）
十
一
月 

茨
木
源
五
左
衛
門 

袋
綴 

１ 
　

１２

１０
二
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
三　

家
中　
　

三
五
・
三
二　

知
行　
　

三
五
・
三
三　

由
緒
一
類
附
帳



　
　

米
高
等
交
名
帳

三
五
・
三
三　

由
緒
一
類
附
帳

１　

松
原
源
吾
一
類
附 

天
保
十
三
年
十
二
月　

松
原
源
吾
↓
山
川
十
郎
兵
衛
・
森
田
大
作 

袋
綴 

１ 

５

２　

永
嶋
喜
兵
衛
由
緒
一
類
附 

弘
化
四
年
九
月 

永
嶋
喜
兵
衛
↓
山
川
恒
左
衛
門
・
坂
井
五
大
夫

封
入 

 

 

続
紙 

１

３　

堀
江
善
兵
衛
先
祖
由
緒
并
一
類
附 

安
政
三
年
二
月 

堀
江
善
兵
衛
↓
坂
井
五
大
夫
・
森
田
平
佑
・
久
江
五
兵
衛

袋
上
書
「
嘉
永
四
辛
亥
六
月
取
立
指
出
分　

安
政
三
年
御
代
替
ニ
付
取
立
候
分　

御
家
臣
由
緒
一
類
附
牒
」 

袋
綴 

１ 

８

４　

田
中
弥
三
右
衛
門
由
緒
一
類
附 

安
政
三
年
二
月 

田
中
弥
三
右
衛
門
↓
坂
井
五
大
夫
・
森
田
平
之
佑
・

 

 

 

久
江
五
兵
衛 

袋
綴 

１ 

５

５　

久
江
五
兵
衛
先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

安
政
三
年
五
月 

久
江
五
兵
衛
↓
森
田
大
作
・
山
川
十
郎
兵
衛

 

 

 

 

袋
綴 

１ 

６

６　

高
柳
才
右
衛
門
由
緒
一
類
附 

安
政
三
年
五
月 

高
柳
才
右
衛
門
↓
森
田
大
作
・
山
川
十
郎
兵
衛

 

 

 

 

袋
綴 

１ 

８

７　

舟
嶋
仙
之
丞
由
緒
一
類
附
帳 

万
延
二
年
三
月 

舟
嶋
仙
之
丞
↓
山
川
十
郎
兵
衛
・
坂
井
五
大
夫

奥
書
「
成
瀬
内
蔵
助
家
来
中
小
将
組　

松
木
茂
右
衛
門
」 

 

袋
綴 

１ 

４

８　

広
瀬
政
次
郎
由
緒
并
一
類
附
帳 

文
久
元
年
八
月 

広
瀬
政
次
郎
↓
山
川
十
郎
兵
衛
・
坂
井
五
大
夫

奥
書
「
仙
石
内
匠
家
来
給
人　

伊
藤
甚
之
丞
」 

 

袋
綴 

１ 

４

９　

福
岡
弥
三
郎
由
緒
一
類
附
帳 

文
久
二
年
十
一
月 

福
岡
弥
三
郎
↓
山
川
十
郎
兵
衛
・
坂
井
五
大
夫

奥
書
「
福
岡
貞
之
丞
」 

 

 

袋
綴 

１ 

３

　
　

鶴
木
義
三
郎
由
緒
一
類
附
帳 

元
治
元
年
三
月 

鶴
木
義
三
郎
↓
山
川
十
郎
兵
衛
・
坂
井
五
大
夫

１０

奥
書
「
藤
田
多
十
郎
」 

 

 

袋
綴 

１ 

４
二
五

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



三
五
・
三
四　

宗
門
改

１　

宗
門
相
改
帳 

寛
文
四
年
七
月
二
十
七
日 

茨
木
源
五
左
衛
門 

袋
綴 

１ 
　
２１

茨
木
家
并
召
仕
候
下
々
男
女
宗
旨
之
覚

２　

家
来
男
女
宗
門
改
帳
・
御
組
同
心
妻
子　

寛
保
二
年
五
月
六
日 

茨
木
覚
左
衛
門 

袋
綴 

１ 
　
１８

等
宗
門
改
帳
・
家
来
宗
門
改
帳
合
綴

①
・
②
茨
木
覚
左
衛
門
↓
青
山
將
監
・
菊
池
十
六
郎
・
品
川
主
殿
・
溝
口
舎
人
・
丹
羽
武
兵
衛
・
土
肥
庄
兵
衛
・
宮
崎
長

大
夫
、
③
小
頭
中
嶋
宅
左
衛
門
・
桑
名
金
五
右
衛
門
・
木
村
銀
左
衛
門
↓
高
畠
義
兵
衛
・
阿
閉
十
郎
兵
衛
・
野
々
村
庄
大

夫
・
荒
尾
作
左
衛
門
、
同
五
名
↓
茨
木
覚
左
衛
門
、
茨
木
覚
左
衛
門
↓
①
の
六
名
宛
、
④
③
の
五
名
↓
茨
木
覚
左
衛
門
、

茨
木
覚
左
衛
門
↓
①
の
六
名
宛

三
五
・
四　

学
芸

三
五
・
四
一　

一
般

１　

神
之
信
影
流
伝
書 

安
政
六
年
六
月 

山
森
武
大
夫
近
林
↓
茨
木
源
五
左
衛
門

封
紙
上
書
「
免
状　

茨
木
源
五
左
衛
門
殿
」
、
題
箋
「
天
狗
書
目
録
」 

 

一
巻 

１

２　

謡
独
吟
伝
授
目
録 

文
久
元
年
五
月 

竹
田
金
春
権
兵
衛
安
得
↓
茨
木
源
五
左
衛
門

翁
・
淡
路
・
菊
露
・
五
節
句
・
鷺
・
望
月
・
山
家
秋
・
石
橋 

 

折
紙 

１

３　

邦
家
親
王
家
系
図 

年
月
日
未
詳 

 

一
枚 

１

４　

将
棋
譜
面 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

５　

芝
居
来
歴
等
覚
（
錯
簡
） 

年
月
日
未
詳 

 

折
紙 

１

６　

帙
寸
法
書 

年
月
日
未
詳 

 

一
紙 

１

７　

京
は
じ
ま
り
之
事
覚
書 

明
治
十
五
年 

茨
木 

袋
綴 

１ 

９
二
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
三　

家
中　
　

三
五
・
三
三　

由
緒
一
類
附
帳　
　

三
五
・
三
四　

宗
門
改　
　
　

三
五
・
四　

学
芸　
　

三
五
・
四
一　

一
般　
　

三
五
・
四
二　

俳
諧



８　

冠
紐
・
笏
・
袍
用
法 

年
月
日
未
詳 

 

罫
紙
綴 

１ 

２

９　

遊
学
人
訓
書 

昭
和
十
八
年
六
月
改 

み
き
雄 

切
紙 

１

封
上
書
「
遊
学
人
近
作
入
」

三
五
・
四
二　

俳
諧

１　

蕉
門
手
筋
に
付
一
枚
記
請
文 

年
月
日
未
詳 

 

切
続
紙 

１

端
書
「
嵐
雪
二
代
雪
中
庵
蓼
太
作
カ
」

２　

晴
霞
追
悼
之
文 

慶
応
紀
元
八
月 

槐
庵
大
夢
（
直
山
大
夢
） 

一
紙 

１

３　

俳
諧
雑
記　

上 

明
治
十
八
年
四
月
よ
り 

尚
友
庵
（
亀
水
・
茨
木
操
） 

小
帳 

１ 
　
４５

文
台
硯
箱
扱
・
明
治
十
九
年
十
一
月
三
日
蕉
風
明
倫
教
会
金
沢
分
院
開
院
式
ノ
節
尚
友
庵
亀
水
執
筆
勤
メ
タ
ル
手
続
等

４　

短
冊
書
方
等
聞
書 

明
治
十
八
年
四
月 

 

横
帳 

１ 
　
２５

５　

尚
友
庵
亀
水
俗
鐫 

明
治
十
八
年 

 

切
紙 

６

①
亀
水
尊
丈
清
嘱
（
亀
水
）　

明
治
十
八
年
六
月　

剛
堂
篆　

１

②
亀
水
尊
丈
雅
嘱
（
尚
友
庵
・
亀
水
）　

明
治
十
八
年
七
月　

剛
堂
篆　

２　

封
入

③
尚
友
尊
丈
雅
嘱
（
入
佳
境
）　

明
治
十
八
年
八
月　

剛
堂
篆　

１

④
尚
友
名
典
拠　

年
月
日
未
詳　

１

⑤
尚
友
庵
名
書
（
亀
水
印
影
）　

年
月
日
未
詳　

１

６　

巻
撰
留
（
錯
簡
） 

明
治
十
八
年
七
月
二
十
四
日
よ
り 
 

横
帳 

１ 

２

７　

淇
園
句
評
文 

明
治
十
八
年
十
月 

淇
薗
（
神
谷
淇
園
） 

一
紙 

１

８　

尚
友
庵
翁
祭
脇
起
俳
諧
の
連
歌 

明
治
十
八
年
十
一
月
十
五
日 

高
吟　

他 

竪
紙 

１

９　

二
第
準
縄 

明
治
十
九
年
六
月
五
日 

尚
友
庵
亀
水
写 

罫
紙
綴 

１ 

７

元
禄
八
年
一
月
雪
中
庵
嵐
雪
述
、
明
治
三
年
桃
守
写
、
明
治
十
九
年
六
月
五
日
桃
芽
ヨ
リ
借
写
ス
尚
友
庵
亀
水

二
七

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



　
　

蕉
風
分
院
開
設
の
祝
辞 

（
明
治
十
九
年
） 

尚
友
庵
亀
水 

切
紙 

１

１０
　
　

蕉
風
明
倫
教
会
金
沢
分
院
教
導
職
交
名
書　

（
明
治
十
九
年
） 

（
亀
水
） 

折
紙 

１

１１

少
講
義
野
代
谷
徳
次
郎
（
桃
芳
）
、
以
下
訓
導
五
名
、
権
訓
導
三
名
、
試
補
五
名
、
訓
導
二
名
、
権
訓
導
四
名
、
試
補
一
名
、
権
訓
導

一
名
、
茨
木
操
（
亀
水
）
は
訓
導　

封
入

　
　

蕉
風
明
倫
会
文
台
扱 

年
月
日
未
詳 

 

折
紙 

１

１２
　
　

茨
木
操
俳
句
帳 

明
治
三
十
二
・
三
十
三
年 

操
（
茨
木
） 

長
帳 

１ 
　

１３

２１

　
　

塗
板
御
昇
に
付
祝
状　

封
入 

年
未
詳
四
月
十
三
日 

桃
守
↓
亀
水 

切
紙 

１

１４
　
　

桃
守
発
句
歌
仙 

年
未
詳
六
月
三
日 

桃
守　

他 

罫
紙
綴 

１ 

３

１５
　
　

年
末
挨
拶
状 

年
未
詳
十
二
月
二
十
四
日 

桃
芳
↓
亀
水
宗
匠 

切
紙 

１

１６
　
　

年
末
挨
拶
状
并
句　

封
入 

年
未
詳
十
二
月
二
十
六
日 

桃
芳
↓
亀
水
宗
匠 

切
紙 

２

１７
　
　

鶯
□
句 

年
月
日
未
詳 

鶯
□ 

切
続
紙 

１

１８
　
　

十
丈
園
句
写 

年
月
日
未
詳 

十
丈
園
↓
楽
山
雅
君 

一
紙 

１

１９
　
　

は
せ
を
句
写 

年
月
日
未
詳 

は
せ
を 

切
紙 

１

２０
　
　

旭
雲
句 

年
月
日
未
詳 

旭
雲
↓
与
貴 

切
紙 

１

２１
　
　

杜
宇
発
句
連
歌 

年
月
日
未
詳 

杜
宇　

他 

一
紙 

１

２２
　
　

来
三
句　

尚
友
詣
乃
神
床
に
額
て 

年
月
日
未
詳 

来
三 

一
紙 

１

２３
　
　

為
流
句 

年
月
日
未
詳 

為
流 

切
紙 

２

２４
　
　

為
流
・
亀
水
連
歌　

封
入 

年
月
日
未
詳 

為
流
・
亀
水 

罫
紙
綴 

１ 

２

２５
　
　

今
人
道
之
記
発
句
等 

年
月
日
未
詳 

 

小
帳 

１ 
　

２６

２３

金
沢
よ
り
北
越
へ
至
る
途
中
の
句　

桃
芳
、
祖
師
芭
蕉
翁
伊
賀
の
山
中
に
て
の
事　

明
治
二
十
年
九
月
十
二
日　

桃
芳
、
石
狩
分
院

開
行
式
次
第　

明
治
二
十
一
年
三
月　

蕉
風
明
倫
教
会
長
少
教
正
三
森
三
支
雄
、
他　

帙
入

二
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
四　

学
芸　
　

三
五
・
四
二　

俳
諧　
　

三
五
・
四
三　

俳
句
短
冊



　
　

句
三
首 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

２７
　
　

尚
友
庵
評
点 

年
月
日
未
詳 

 

罫
紙 

１

２８

鶏
旦
、
仙
石
様
御
内
室
ノ
事　

花
笑
句
、
等

　
　

師
を
撰
帯
職
せ
ら
れ
し
を
賀
す
等
之　

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

２９

祝
詞
句
三
首

　
　

其
一
句
九
首 

年
月
日
未
詳 

其
一 

切
紙 

１

３０
　
　

蒼
�
な
ど
祝
吟 

年
月
日
未
詳 

 

小
帳 

１ 

６

３１

七
十
四
の
春
を
迎
へ
た
る
に
人
々
の
こ
と
ふ
き
を
謝
し
て　

梅
室
、
明
治
二
十
一
年
古
希
自
賀　

居
六
、
他

　
 

華
の
巻　

鯉
鱗
行 

年
月
日
未
詳 

尚
友
庵
・
小
春
庵 

小
帳 

１ 

４

３２
　
 

句
注
解 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

３３
三
五
・
四
三　

俳
句
短
冊

１　

槐
庵
大
夢
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

槐
庵
大
夢
（
直
山
大
夢
） 

短
冊 

３

封
紙
上
書
「
奉
御
餞
別　

槐
庵
大
夢
」

２　

四
時
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

四
時 

短
冊 

１

３　

竹
歌
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

竹
歌
（
内
山
善
成
） 

短
冊 

２

４　

起
広
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

起
広 

短
冊 

１

５　

亀
水
俳
句
短
冊 

明
治
十
九
年
一
月
一
日
他 

亀
水
（
尚
友
庵
・
茨
木
操
） 

短
冊 

８

６　

笑
草
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

笑
草 

短
冊 

１

７　

桃
芳
和
南
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

桃
芳
和
南 

短
冊 

１

８　

小
春
庵
桃
芳
俳
句
等
短
冊 

年
月
日
未
詳 

小
春
庵
桃
芳 

短
冊 

　
１１

９　

桃
公
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

桃
公
（
杜
宇　

改
） 

短
冊 

１
二
九

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



　
　

桃
寿
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

桃
寿 

短
冊 

１

１０
　
　

撫
永
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

撫
永 

短
冊 

１

１１
　
　

桃
守
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

桃
守 

短
冊 

３

１２
　
　

文
器
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

文
器 

短
冊 

１

１３
　
　

義
幸
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

義
幸
（
山
崎
義
幸
） 

短
冊 

１

１４
　
　

南
渓
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

南
渓 

短
冊 

１

１５
　
　

翠
峰
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

翠
峰
（
木
村
弟
四
郎
） 

短
冊 

３

１６
　
　

居
六
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

居
六 

短
冊 

３

１７
　
　

三
尾
女
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

三
尾
女 

短
冊 

１

１８
　
　

来
三
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

来
三
（
清
水
祐
世
） 

短
冊 

３

１９
　
　

柳
子
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

柳
子 

短
冊 

１

２０
　
　

鬼
文
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

鬼
文
（
荒
木
文
平
） 

短
冊 

２

２１
　
　

双
文
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

双
文 

短
冊 

１

２２
　
　

習
桃
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

習
桃 

短
冊 

１

２３
　
　

為
流
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

為
流 

短
冊 

３

２４
　
　

桃
月
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

桃
月
（
岡
田
重
栄
） 

短
冊 

１

２５
　
　

普
麦
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

普
麦 

短
冊 

２

２６
　
　

北
塵
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

北
塵
（
佐
々
木
一
峰
） 

短
冊 

１

２７
　
　

桃
慮
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

桃
慮 

短
冊 

１

２８

奉
尚
友
庵
翁
祭
に

　
　

朧
月
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

朧
月 

短
冊 

１

２９

三
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
四　

学
芸　
　

三
五
・
四
三　

俳
句
短
冊　
　

三
五
・
四
四　

和
歌
短
冊



　
　

（
信
証
）
俳
句
短
冊 

年
月
日
未
詳 

（
信
証
） 

短
冊 

１

３０
三
五
・
四
四　

和
歌
短
冊

１　

基
庸
和
歌
短
冊
（
海
辺
春
望
） 

年
月
日
未
詳 

基
庸
（
山
本
源
右
衛
門
） 

短
冊 

１

貼
紙
「
持
明
院
流
名
筆　

松
雲
公
時
代
藩
士
山
本
源
右
衛
門
基
庸
」

２　

歌
女
和
歌
短
冊 

天
保
十
・
十
一
年 

歌
女
（
寛
性
院
） 

短
冊 

２

①
我
肩
衣
に
少
し
や
け
あ
な
い
て
詠
候　

天
保
十
年
十
二
月
晦
日

②
新
葉
集
春
の
上
梅
の
花
読
給
ふ
歌　

天
保
十
一
年
正
月
元
旦

封
紙
上
書
「
寛
性
院
殿
御
手
跡
」
寛
性
院
は
茨
木
忠
順
の
法
名　

異
封

３　

忠
順
祝
詠
和
歌
短
冊 

弘
化
四
年
十
二
月
二
十
九
日 

忠
順
（
茨
木
忠
順
） 

短
冊 

１

４　

利
家
和
歌
短
冊
（
複
製
） 

明
治
三
十
二
年 

前
田
利
家 

短
冊 

１

貼
紙
「
利
家
卿
御
真
筆　

右
ノ
通
記
録
ア
レ
ト
モ
明
治
三
十
二
年
尾
山
神
社
三
百
年
祭
ノ
節
同
神
社
所
蔵
利
家
卿
真
筆
短
冊
ノ
写
ナ
リ

操
其
節
同
神
社
々
掌
奉
職
中
ニ
テ
三
百
年
祭
砌
貰
受
タ
リ
」

５　

作
平
和
歌
短
冊
（
夢
宿
梅
） 

明
治
四
十
三
年
二
月 

（
上
田
）
作
平 

短
冊 

１

６　

鳥
野
幸
次
和
歌
短
冊
（
複
製
） 

（
大
正
十
三
年
） 

宮
内
省
御
歌
所
寄
人
鳥
野
幸
次 　

短
冊 

１

封
紙
上
書
「
新
田
義
貞
公
六
百
年
大
祭
記
念
短
冊
」

７　

香
淳
皇
太
后
御
歌
短
冊 

年
月
日
未
詳 

香
淳
皇
太
宮
、
入
江
為
守
書 

短
冊 

３

御
歌
所
長
子
爵
入
江
為
守
謹
書

８　

自
道
和
歌
短
冊
（
夏
燈　

他
） 

年
月
日
未
詳 

自
道
（
茨
木
源
五
左
衛
門
） 

短
冊 

８

９　

茨
木
操
和
歌
短
冊
（
秋
懐
旧
） 

年
月
日
未
詳 

（
茨
木
）
操 

短
冊 

１

　
　

理
応
院
和
歌
短
冊
（
依
所
月
明　

他
）
年
月
日
未
詳 

理
応
院
（
茨
木
敬
長
実
母
） 

短
冊 

４

１０
　
　

道
啓
和
歌
短
冊
（
与
君
生
此
世　

他
）
年
月
日
未
詳 

道
啓
（
茨
木
左
大
夫
） 

短
冊 

３

１１

三
一

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



　
　

澄
源
院
様
御
会
之
節
短
冊 

年
月
日
未
詳 

衆
好　

他 

短
冊 

　

１２

１０

衆
好　

３
、
昌
陽　

３
、
直
郷　

３
、
昌
昭　

１

封
紙
上
書
「
朝
源
院
様
御
会
之
節
御
短
冊　

道
啓
ト
御
名
有
之
ハ
御
読
歌
御
直
筆　

其
余
之
品
々
ハ
同
会
ニ
参
リ
居
候
人
々
歌
」

　
　

清
次
郎
喜
寿
之
和
歌
短
冊 

年
月
日
未
詳 

清
次
郎
（
茨
木
） 

短
冊 

１

１３
　
　

庸
之
和
歌
短
冊
（
三
周
忌
追
慕
の
う
た
）
年
月
日
未
詳 

庸
之
（
安
田
六
郎
） 

短
冊 

１

１４
　
　

露
盤
和
歌
短
冊
（
父
） 

年
月
日
未
詳 

露
盤 

短
冊 

１

１５
　
　

秋
香
和
歌
短
冊
（
水
郷
春
曙
） 

年
月
日
未
詳 

秋
香 

短
冊 

１

１６
　
　

西
南
和
歌
短
冊
（
秋
海　

他
） 

年
月
日
未
詳 

西
南 

短
冊 

２

１７
　
　

西
陳
和
歌
短
冊
（
湖
辺
納
涼
） 

年
月
日
未
詳 

西
陳 

短
冊 

１

１８
　
　

依
平
和
歌
短
冊
（
春
風
解
氷
） 

年
月
日
未
詳 

依
平 

短
冊 

１

１９
　
　

弘
和
歌
短
冊
（
雨
中
郭
公　

他
） 

年
月
日
未
詳 

弘 

短
冊 

２

２０
　
　

文
彦
和
歌
短
冊 

年
月
日
未
詳 

文
彦 

短
冊 

１

２１
　
　

武
及
和
歌
短
冊
（
菊
の
御
宴
を
よ
め
る
）
年
未
詳
十
一
月
八
日 

武
及 

短
冊 

１

２２
　
　

梅
粧
和
歌
短
冊 

年
月
日
未
詳 

梅
粧 

短
冊 

１

２３
　
　

羽
束
和
歌
短
冊 

年
月
日
未
詳 

羽
束 

短
冊 

１

２４
　
　

千
吉
和
歌
短
冊
（
茨
木
大
人
の
菊
を
見
て
）
年
月
日
未
詳 

千
吉 

短
冊 

１

２５
　
　

寿
慶
和
歌
短
冊
（
寄
浦
恋　

他
） 

年
月
日
未
詳 

寿
慶 

短
冊 

　

２６

１０

　
　

今
織
和
歌
短
冊
（
松
上
雪
） 

年
月
日
未
詳 

今
織 

短
冊 

２

２７
　
　

貞
成
和
歌
短
冊
（
う
ち
も
ね
す
） 

年
月
日
未
詳 

貞
成 

短
冊 

１

２８
　
　

西
庵
和
歌
短
冊
（
旅
行
友　

他
） 

年
月
日
未
詳 

西
庵 

短
冊 

　

２９

２７

　
　

頼
之
和
歌
短
冊
（
恨
恋　

他
） 

年
月
日
未
詳 

頼
之 

短
冊 

２

３０

三
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
四　

学
芸　
　

三
五
・
四
四　

和
歌
短
冊　
　

三
五
・
四
五　

漢
詩　
　

三
五
・
四
六　

書
画
・
手
跡



　
　

金
桜
和
歌
短
冊 

年
月
日
未
詳 

金
桜 

短
冊 

１

３１
三
五
・
四
五　

漢
詩

１　

武
藤
士
成
見
訪
賦 

癸
巳
八
月
七
日 

新
川
居
士
源
宣 

一
紙 

１

封
入

２　

北
洲
漢
詩
短
冊 

甲
午
中
秋
月
日
未
詳 

北
洲 

短
冊 

１

３　

剛
堂
漢
詩
短
冊 

年
月
日
未
詳 

剛
堂 

短
冊 

１

三
五
・
四
六　

書
画
・
手
跡

１　

玉
性
院
（
茨
木
中
）
七
夕
手
書 

天
保
八
年
七
月 

玉
性
院
（
茨
木
中
、
茨
木
操
姉
）　

横
帳 

１ 

５

天
保
二
〜
九
年
、
表
紙
「
天
保
八
年
酉
七
月　

七
夕
手
書
」　

貼
紙
「
寛
性
院
様
三
女　

玉
性
院
様
十
三
才
の
御
筆
」

２　

茨
木
中
手
徳
手
本 

天
保
八
年
十
二
月 

玉
性
院
（
茨
木
中
） 

横
帳 

１ 

８

天
保
二
〜
八
年
、
表
紙
貼
紙
「
寛
性
院
様
三
女
（
名
は
中
）
玉
性
院
様
十
三
才
の
御
筆
」

３　

玉
珠
院
御
筆
源
氏
等 

嘉
永
六
年
九
月
吉
日 

玉
珠
院
（
茨
木
操
室
） 

袋
綴 

１ 
　
１２

表
紙
「
源
氏　

国
尽
し　

菊
月
」　

貼
紙
「
玉
珠
院
様
二
十
歳
の
御
筆
」

４　

茨
木
内
匠
十
三
才
之
書 

嘉
永
七
年
神
無
月
二
十
五
日 

茨
木
内
匠 

一
枚 

１

袋
上
書
「
明
治
十
一
年
寅
十
二
月
改　

古
証
文
等
入
」
異
封

５　

茨
木
内
匠
書 

年
月
日
未
詳 

茨
木
内
匠 

一
枚 

１

６　

茨
木
信
書 

明
治
十
四
年
八
月
吉
日 

茨
木
信
（
茨
木
操
娘
） 

袋
綴 

１ 
　
１６

表
紙
「
明
治
十
四
年
巳
八
月
吉
日
改　

茨
木
信
」　

貼
紙
「
大
機
院
様
（
名
操
）
二
女
信　

十
二
歳
の
書
」

７　

平
八
郎
等
画
色
紙 

年
月
日
未
詳 

平
八
郎 

色
紙 

　
２０

８　

竹
香
画
短
冊 

年
月
日
未
詳 

竹
香 

短
冊 

１
三
三

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



９　

奈
良
武
次
揮
毫
短
冊 

年
月
日
未
詳 

陸
軍
大
将
男
爵
奈
良
武
次 

短
冊 

１

三
五
・
四
七　

茶
道

１　

明
治
八
年
千
宗
左
金
沢
入
り
よ
り 

明
治
四
〜
八
年 

 

袋
綴 

１ 
　
４０

出
立
迄
之
記

表
紙
「
明
治
八
年
十
月
二
十
九
日
千
宗
左
碌
々
斎
金
沢
表
江
着
十
二
月
十
八
日
当
地
出
立
」

２　

入
門
祝
儀
金
受
納
状　

折
封
入 

癸
酉
（
明
治
六
年
）
二
月 

不
審
庵
宗
左
↓
茨
木
操 

折
紙 

１

３　

茶
会
記 

明
治
七
年
〜
九
年 

 

長
帳 

１ 
　
３５

４　

茨
木
操
茶
事
相
伝
に
付
御
届
金
等
受 　

年
未
詳
十
一
月 

不
審
庵
宗
左
↓
中
村
柏
軒
・
神
谷
小
楽
納
書

御
届
金
二
百
匹
・
御
扇
子
料
金
百
匹　

折
封
入 

 

切
紙 

１

５　

不
審
庵
相
伝
書 

年
未
詳
十
二
月 

不
審
庵
宗
左
↓
茨
木
操 

折
紙 

２

①
箱
手
前
相
伝
書　

②
唐
物
点
相
伝
書　

折
封
入

６　

千
家
表
流
乱
�
相
伝
中
村
柏
軒
ヨ
リ 　

年
月
日
未
詳 

 

題
箋 

１

聞
書
題
箋

三
五
・
四
八　

医
薬

１　

虫
亡
薬
袋 

文
久
二
年
八
月 

 

袋 

１

２　

歯
う
づ
く
之
治
療
法
（
灸
） 

年
月
日
未
詳 

 

切
紙 

１

３　

五
香
湯
包
紙 

年
月
日
未
詳　
　
　
　
　
　

金
沢
区
出
羽
五
番
丁
村
田
一
寿
調
合 

包
紙 

１

 

三
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

差
出（
作
成
）↓
宛
名 

形
態 

点
数  
墨
付

三
五
・
四　

学
芸　
　

三
五
・
四
六　

書
画
・
手
跡　
　

三
五
・
四
七　

茶
道　
　

三
五
・
四
八　

医
薬　
　

三
五
・
四
九　

宗
教



三
五
・
四
九　

宗
教

１　

高
岸
寺
寄
進
鐘
銘
書 

延
享
四
年
九
月
十
二
日 

 

続
紙 

１

施
主
玄
通
院
殿
柏
了
宗
善
居
士
・
顕
成
院
殿
妙
理
日
応
大
姉
、
延
享
四
丁
卯
九
月
十
二
日
、
鋳
師
平
井
伯
耆
守
伊
永
、
後
藤
七
兵
衛

久
清
彫
之

２　

寛
性
院
殿
忌
巴
調 

安
政
二
年
初
冬
二
十
四
日 

前
瑞
雲
閑
居
皓
玉
�
松 

切
紙 

４

封
紙
上
書
①
「
奉
備
高
霊
位　

巴
調　

一
章
」
②
「
尊
霊
前
奉
拝
宣　

巴
調　

二
章　

前
瑞
雲
休
隠
格
上
」

３　

利
常
卿
像
祭
祀
覚
写 

明
治
九
年
十
一
月 

前
田
齊
泰
序 

袋
綴 

１ 

７

表
紙
「
秘
書
不
許
他
見
」

４　

神
道
諸
事
留 

明
治
十
八
年
七
月
〜 

亀
水
（
茨
木
操
） 

横
帳 

１ 
　
２０

そ
の
他　

封
紙
・
袋
・
タ
ト
ウ 

 

 

 

　
１０

①
寛
永
四
年
「
御
一
行
」
折
封
、
②
「
上　

狂
歌
」
折
封
、
③
「
二
十
一
年
三
月
十
日　

奉
吟
」
折
封
、
④
「
上
」
折
封
、
⑤
「
丁
巳　

秋
拵
」
封
、

⑥
タ
ト
ウ
、
⑦
〜
⑩
封 

三
五

特　
　

茨
木
文
庫
目
録

３５



解　

題

１
、
茨
木
文
庫
概
要

　

茨
木
文
庫
は
総
点
数
五
五
五
点
か
ら
な
る
。
う
ち
十
点
は
本
紙
の
な
い
封
・
包
類
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
実
質
五
四
五

点
と
な
る
。

　

史
料
は
四
つ
の
大
項
目
、
三
十
の
小
項
目
に
分
類
し
、
必
要
に
応
じ
細
項
目
を
付
し
た
も
の
も
あ
る
。
時
代
的
に
は
大
分
類
の

一
〜
三
の
項
が
江
戸
期
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
一
部
明
治
期
の
史
料
も
含
ま
れ
る
が
、
本
目
録
の
核
心
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
の
項
目
は
茨
木
家
に
お
け
る
学
芸
関
係
史
料
で
あ
り
、
時
代
的
に
は
近
代
史
料
が
大
方
を
占
め
て
い
る
。

　

史
料
の
江
戸
期
と
明
治
期
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
区
分
で
き
な
い
史
料
も
あ
り
、
ま
た
明
治
初
年
期
の
史
料
に
つ
い
て

は
江
戸
期
と
全
く
隔
絶
す
る
も
の
で
は
な
く
、
連
続
す
る
も
の
も
あ
り
〈
例
え
ば
版
籍
は
明
治
二
年
迄
、
廃
藩
は
明
治
四
年
〉
、
改

年
号
を
も
っ
て
時
代
区
分
は
し
て
い
な
い
。

　

史
料
に
は
写
で
は
あ
る
が
天
正
期
の
前
田
利
長
文
書
、
知
行
宛
行
状
で
は
寛
永
期
の
利
長
・
利
常
発
給
文
書
な
ど
、
大
分
類
の

一
・
三
に
藩
政
初
期
の
も
の
が
見
ら
れ
、
茨
木
家
の
歴
史
を
も
物
語
っ
て
い
る
。

三
六

　　〈項目〉  ��〈点数〉

１藩主・知行  ���１１５
　１１進物礼状  ����１７
　１２御書頂戴礼状  ��７
　１３藩主等書状  ���６
　１４御一行書  ����４４
　１５知行地  �����４
　１６知行拝領礼状  ��３
　１７知行判物留  ���６
　１８勤仕  ������２８
２茨木家  ������１５１
　２１由緒  ������２６
　２２遺言書  �����６
　２３家計  ������２３
　２４日記・小払帳  ��８
　２５縁組願  �����４
　２６婚儀  ������３３
　２７子女  ������１９
　２８交際  ������１９
　２９屋敷  ������１３
３家中  �������２９
　３１家政  �������５
　３２知行  ������１２
　３３由緒一類附帳  ��１０
　３４宗門改  �����２
４学芸  �������２５０
　４１一般  �������９
　４２俳諧  ������４０
　４３俳句短冊  ����６２
　４４和歌短冊  ����９１
　４５漢詩  �������３
　４６書画・手跡  ���２８
　４７茶道  �������７
　４８医薬  �������３
　４９宗教  �������７
その他  �������１０

解　

題



２
、
茨
木
家
系
譜

　

茨
木
家
は
「
諸
士
系
譜
」（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
初
代
を
斉
藤
源
助
と
し
、
源
助
の
代
よ
り
前
田
利
家
に
仕
え

た
。
斉
藤
家
の
出
自
は
、
越
前
朝
倉
家
に
仕
え
た
国
侍
と
も
伝
え
ら
れ
、
源
助
の
子
助
右
衛
門
の
代
に
姓
を
茨
木
と
改
め
、
以
降

茨
木
を
姓
と
し
て
い
る
。
茨
木
文
庫
中
の
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」
で
は
、
こ
の
助
右
衛
門
を
茨
木
家
初
代
と
す
る
。
史
料
三

五
・
一
四
―
２
、
３
に
見
え
る
斉
藤
勘
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
こ
の
助
右
衛
門
の
事
と
さ
れ
る
（
「
金
沢
古
蹟
志
」
）
。

　

以
下
、
茨
木
家
の
歴
代
を
関
係
事
項
も
含
め
表
示
す
る
。

 

（
歴
代
名
） 

（
召
出
）　
 

（
知
行
高
） 

（
役　

職
）

１
助
右
衛
門 

利
家
代
召
出 

二
百
石

２
源
五
左
衛
門 

慶
長
四
年
利
常
代
召
出 

二
千
五
百
五
十
石 

御
児
小
将
・
御
小
将
御
番
頭
・
御
馬
廻
組
頭
・
寺
社
奉
行

３
伝
右
衛
門 

寛
文
七
年
綱
紀
代
召
出 

二
千
五
十
石 

御
馬
廻
組
・
宮
腰
町
奉
行
・
御
先
弓
足
軽
頭

４
源
五
左
衛
門 

元
禄
十
年
綱
紀
代
召
出 

二
千
五
十
石 

御
馬
廻
組
・
御
普
請
奉
行
・
御
先
筒
足
軽
頭
・
御
持
筒
足
軽

 

 

 

頭
・
大
組
頭
・
御
馬
廻
組
頭

５
覚
左
衛
門 

宝
永
元
年
綱
紀
代
召
出 

二
千
五
十
石 

御
馬
廻
組
・
御
大
小
將
組
・
御
大
小
將
横
目
・
安
芸
御
前
様

 

 

 

附
者
頭
・
御
持
弓
足
軽
頭
・
盗
賊
改
方
・
魚
津
在
住

６
左
大
夫 

寛
延
二
年
重
�
代
召
出 

二
千
五
十
石 

御
馬
廻
組
頭
御
用
番
支
配
・
御
馬
廻
組

７
源
五
左
衛
門 

宝
暦
十
二
年　
　

召
出 

二
千
二
百
石 

御
馬
廻
組
・
御
先
筒
足
軽
頭
・
越
中
境
奉
行
・
盗
賊
改
奉
行

８
忠
順 

 

 

御
馬
廻
・
越
中
境
奉
行
・
御
先
弓
頭
・
盗
賊
改
奉
行
・
御
従

 

 

 

頭
・
金
沢
町
奉
行
・
御
馬
廻
頭

　

以
上
に
「
諸
士
系
譜
」「
茨
木
家
位
牌
」「
茨
木
譜
備
考
」
な
ど
の
記
述
を
補
足
す
る
と
、

 
 

（
諱
） 

（
別
称
・
備
考
） 

（
没
年
） 

（
法
名
）

１
助
右
衛
門 

 

﹇
斉
藤
源
助
子
﹈ 

元
和
元
年
没 

光
泰
院

三
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２
源
五
左
衛
門 

 
長  
好  

左
大
夫
・
小
刑
部
・
刑
部
・
右
衛
門
、 

寛
文
十
一
年
没 

大
勢
院

ナ
ガ 
ヨ
シ

 
 

 

隠
居
名　

宗
入
﹇
吉
田
数
馬
二
男
﹈

３
伝
右
衛
門 

 
長  
重  

伝
右
衛
門 

元
禄
十
年
没 

青
松
院

ナ
ガ 
シ
ゲ

４
源
五
左
衛
門 

 
長  
基  

左
大
夫
・
源
五
左
衛
門 

元
文
五
年
没 

慈
雲
院

ナ
ガ 
モ
ト

５
覚
左
衛
門 

 
敬  
長  

三
之
助
・
貞
右
衛
門
﹇
二
代
源
五
左
衛
門
三
男
権
丞
の
嫡
子
﹈ 

寛
延
元
年
没 

玄
通
院

ヨ
シ 
ナ
ガ

６
左
大
夫 

 
道  
啓  

長
富 

宝
暦
十
二
年
没 

澄
源
院

ミ
チ 
ヒ
ラ

７
源
五
左
衛
門 

 
自  
道  

鉄
次
郎
・
源
五
左
衛
門 

文
政
四
年
没 

寛
量
院

ヨ
リ 
ミ
チ

８
主
殿 

忠
順 

積
翁 

安
政
二
年
没 

寛
性
院

９
源
五
左
衛
門 

忠
恕 

操 

明
治
四
十
四
年
没 

大
機
院

　

二
代
源
五
左
衛
門
の
代
に
至
り
茨
木
家
の
知
行
は
二
千
石
台
に
な
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
史
料
三
五
・
一
四
―
５
〜　
１４

を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
源
五
左
衛
門
は
吉
田
長
蔵
（
数
馬
）
の
五
男
（
由
緒
書
で
は
三
男
）
で
あ
っ
た
が
、
茨
木
助
右
衛
門
の
養

子
と
な
っ
た
も
の
で
、
三
五
・
一
四
―
５
で
は
吉
田
小
刑
部
、
同
６
で
は
茨
木
小
刑
部
名
と
な
っ
て
お
り
、
元
和
初
年
に
茨
木
家

に
入
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

吉
田
長
蔵
家
は
尾
張
国
岩
塚
の
出
身
で
、
父
孫
兵
衛
代
よ
り
尾
張
国
荒
子
に
お
い
て
前
田
家
の
家
臣
と
な
っ
た
家
で
（
「
諸
士
系

譜
」
）
、「
天
正
三
年
越
前
府
中
侍
帳
」
に
は
越
前
府
中
二
十
一
人
衆
の
一
人
と
し
て
、「
一
、
百
五
拾
石　

吉
田
長
蔵
」
と
記
さ
れ
る
。

　

「
茨
木
家
由
緒
書
」
も
「
諸
士
系
譜
」
も
七
・
八
代
ま
で
の
記
述
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
九
代
以
降
は
史
料
三
五
・
一
四
―　

以
降

３１

の
記
述
か
ら
、
七
代
源
五
左
衛
門
、
八
代
主
殿
、
九
代
源
五
左
衛
門
と
続
く
。

　

九
代
源
五
左
衛
門
は
明
治
に
な
り
「
操
」
と
改
名
し
て
い
る
。
操
は
明
治
三
十
二
年
時
に
は
尾
山
神
社
の
社
掌
を
勤
め
て
い
た

（
三
五
・
四
四
―　

）
。
史
料
三
五
・
二
一
―
５
明
治
十
八
年
の
「
茨
木
家
一
類
附
」
に
は
、
操
の
家
族
と
し
て
、
妻　

仙
石
故
内
匠

１４

娘
、
長
男　

諸
江
忠
良
、
次
男　

茨
木
清
次
郎
、
三
男　

茨
木
忠
俊
、
長
女　

菊
池
武
及
妻
、
二
女
山
岸
吉
妻　

信
、
三
女　

文
、

四
女
石
川
弥
右
衛
門
養
娘
、
弟　

茨
木
忠
顕
、
同　

吉
野
五
十
八
郎
の
家
族
と
他
に
「
お
い
・
め
い
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
、
清
二
郎
は
東
大
文
科
を
卒
業
し
、
第
四
高
校
教
授
、
文
部
省
視
学
官
・
督
学
官
、
東
京
音
楽
学
校
長
、
浦
和
高
校

三
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長
、
松
本
高
校
長
、
東
京
女
高
師
校
長
を
歴
任
し
て
い
る
。

３
、
家
計

　

こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
予
算
書
と
も
い
う
べ
き
「
勝
手
方
諸
色
図
帳
」（
三
五
・
二
三
―
１
）
が
纏
ま
っ

て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

　

先
項
で
家
臣
に
つ
い
て
見
た
が
、
こ
の
期
の
構
成
は
給
人
三
人
・
給
米
取
三
人
・
若
党
十
二
人
・
下
々
男
十
八
人
・
女
房
十
三

人
、
計
五
十
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
十
三
人
の
知
行
・
給
銀
も
大
き
な
支
出
部
分
と
な
る
。

　

以
下
収
支
を
見
て
い
く
と
、
【
収
入
】
は
知
行
高
二
千
五
十
石
に
対
し
て
八
百
九
十
八
石
四
斗
九
升
四
合
が
上
納
口
米
と
な
る
。

こ
れ
が
収
入
の
全
て
で
あ
る
。
次
に
【
支
出
】
の
主
な
項
目
を
以
下
に
列
記
す
る
（
明
細
は
省
略
）
。

　

米
払 

家
中
知
行
・
扶
持
・
賄
米
・
蔵
敷
米
等
（
家
中
給
銀
は
銀
払
） 

二
百
三
十
八
石
六
斗
五
升

 

菩
提
寺
供
米
・
医
者
・
歳
暮
・
五
節
句
・
米
・
味
噌
等 

三
十
石　
　

計
二
百
六
十
八
石
六
斗
五
升

　
　
　

残
六
百
二
十
九
石
八
斗
四
升
四
合　

こ
れ
を
銀
に
替
え
る
と
二
十
六
貫
三
百
六
十
六
匁
一
分
と
な
る
。

　

銀
払 

全
部
で
二
十
七
項
目
。
額
の
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
項
目
を
以
下
に
示
す
。

 

五
貫
三
百
目　

男
女
四
十
六
人
給
銀
并
小
々
姓
仕
き
せ
代
鼻
紙
料 

二
貫
三
百
四
十
目
余　

図
之
外
入
用

 

二
貫
目　

自
分
并
せ
か
れ
衣
装
代　
 

二
貫
目　

年
中
肴
代

 

一
貫
六
百
目　

馬
二
匹
餌
料
品
 々

一
貫
五
百
目　

飯
米
之
外
母
遣
料

 

一
貫
二
百
目　

年
中
入
用
之
外
貯
銀 

一
貫
二
百
目　

年
中
酒
代

 

一
貫
百
五
十
三
目
余　

御
普
請
役
銀
余
荷
銀 

一
貫
目　

武
具
馬
具
刀
脇
刺
修
理
代

等
々
で
合
計
は
予
算
額
と
同
額
の
二
十
六
貫
三
百
六
十
六
匁
一
分
と
な
る
。

　

以
上
支
出
の
中
で
家
中
分
は
、
米
払
い
の
う
ち
約
二
十
七
％
、
銀
払
い
の
う
ち
約
四
十
％
（
米
に
換
算
す
る
と
約
百
三
十
石
弱
）

が
家
中
へ
の
知
行
・
給
銀
と
な
る
。
米
払
い
・
銀
払
い
を
米
に
換
算
合
計
す
る
と
約
三
百
七
十
石
と
な
り
、
茨
木
家
の
知
行
収
入

約
八
百
九
十
八
石
の
約
四
割
が
家
臣
団
維
持
の
た
め
の
費
用
と
な
る
。 
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４
、
屋
敷
移
動
と
茨
木
町

　

茨
木
家
の
屋
敷
所
在
を
見
る
と
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
〜
宝
暦
期
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
に
は
「
仙
石
町
」
と
あ
り
、
文
化
期
（
一

八
〇
四
〜
一
八
）
に
は
「
堅
町
」
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
は
「
牛
右
衛
門
町
」
と
あ
る
。
「
竪
町
」
と
「
牛
右
衛
門
町
」
は
同
じ
場
所

で
あ
る
。
武
家
地
は
町
名
は
無
く
、「
竪
町
」「
牛
右
衛
門
町
」
の
記
載
は
そ
の
辺
り
の
意
で
あ
る
。

　

移
転
の
契
機
は
宝
暦
の
大
火
に
よ
っ
て
、
「
仙
石
町
」
辺
の
屋
敷
が
火
除
地
と
し
て
上
ヶ
地
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
移
転
先
は

同
じ
よ
う
に
上
ヶ
地
と
な
っ
た
旧
本
多
家
下
邸
が
あ
っ
た
「
牛
右
衛
門
町
」
辺
で
あ
っ
た
。

　

宝
暦
の
大
火
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
四
月
十
日
、
泉
野
寺
町
の
寺
院
か
ら
の
出
火
で
城
下
の
大
半
を
焼
失
し
た
。
金
沢
城
も
含

め
焼
失
家
屋
は
一
万
軒
を
超
え
た
。
こ
の
う
ち
武
家
屋
敷
は
四
千
百
五
十
軒
が
被
害
を
受
け
、
茨
木
家
の
屋
敷
も
同
様
に
焼
失
し
た
。

　

宝
暦
の
大
火
に
よ
る
武
家
地
の
変
化
は
茨
木
家
の
例
に
限
ら
ず
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
城
下
の
構
成
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
宝
暦
の
大
火
に
よ
る
城
下
の
変
化
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

茨
木
家
の
屋
敷
地
と
町
名
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
『
金
沢
古
蹟
志
』
に
は
「
茨
木
町　

此
の
町
は
、
藩
士
茨
木
氏
の
邸
宅
あ
り
し

故
に
名
づ
く
。
茨
木
氏
は
、
元
祖
源
五
左
衛
門
以
来
堂
形
前
葛
巻
氏
の
隣
地
に
邸
宅
あ
り
て
、
数
代
こ
こ
に
居
住
の
処
、
宝
暦
九

年
火
災
の
後
火
除
地
と
成
る
故
、
此
の
地
辺
の
諸
士
に
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
十
年
五
月
右
替
地
と
し
て
、
本
多
遠
江
守
下
邸
の

地
内
に
て
上
ヶ
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
坪
数
九
百
余
歩
を
茨
木
左
大
夫
に
賜
は
り
、
六
月
十
六
日
普
請
会
所
よ
り
打
渡
有
之
。
こ
れ
よ

り
茨
木
氏
の
邸
地
と
な
り
、
代
々
居
住
の
処
、
明
治
廃
藩
置
県
の
後
、
其
の
地
を
売
却
し
て
退
去
し
、
今
は
町
名
に
其
の
名
を
称

す
る
の
み
と
な
れ
り
。
」
と
あ
る
。

　

茨
木
家
の
替
え
地
の
決
定
は
、
「
替
地
渡
方
し
ら
へ
帳
」（
加
越
能
文
庫
）
に
よ
る
と
、
宝
暦
九
年
に
奥
村
主
水
の
上
ヶ
地
（
火
除

町
辺
）
が
提
示
さ
れ
る
が
、
茨
木
左
大
夫
は
「
相
望
不
申
」
と
し
、
翌
十
年
に
至
り
本
多
遠
江
守
の
上
ヶ
地
（
牛
右
衛
門
町
辺
）
九
百

歩
の
地
を
望
み
の
地
と
し
て
受
け
て
い
る
。
茨
木
左
大
夫
の
知
行
二
千
五
十
石
は
屋
敷
地
基
準
か
ら
す
る
と
七
百
五
十
歩
で
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
百
五
十
歩
多
い
九
百
歩
の
地
を
得
た
。

　

茨
木
家
の
屋
敷
が
所
在
し
た
周
辺
は
明
治
に
な
り
、
名
残
り
と
し
て
「
茨
木
町
」
と
な
る
。
旧
藩
士
屋
敷
の
所
在
に
因
む
町
名
は

こ
の
他
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
所
在
し
た
藩
士
屋
敷
は
そ
れ
ら
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
内
の
ひ
と
つ
が
町
名
と
し
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て
選
ば
れ
る
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

５
、
家
中

　

二
千
石
余
の
知
行
を
有
す
る
茨
木
家
に
お
け
る
家
臣
の
構
成
は
、
明
治
二
年
時
（
三
五
・
二
二
―　

）
に
お
い
て
は
左
の
よ
う
に

１２

な
る
。
給
人
十
人
、
足
軽
小
頭
三
人
、
足
軽
四
人
、
計
十
七
人
の
家
臣
団
構
成
で
あ
る
。

給
人 

山
川
十
郎
兵
衛 

九
十
石

給
人 

森
田
平
次 

六
十
石

給
人 

木
村
藤
左
衛
門 

五
十
石

給
人 

坂
井
権
平 

六
十
石

 

山
川
金
作 

五
人
扶
持 

外
ニ
壱
斗
八
升 

（
山
川
十
郎
兵
衛
せ
が
れ
）

給
人 

上
田
作
左
衛
門 

四
十
石 

 

（
森
田
故
大
作
二
男
）

給
人 

南
部
三
郎 

八
人
扶
持 

外
ニ
壱
斗
八
升

給
人 

久
江
三
郎 

八
人
扶
持 

外
ニ
壱
斗
八
升

給
人 

下
村
彦
四
郎 

六
人
扶
持 

外
ニ
壱
斗
八
升

給
人 

高
柳
茂 

五
人
扶
持 

外
ニ
壱
斗
八
升

 

上
田
耕
作 

壱
人
扶
持 

外
ニ
壱
斗
八
升 

年
中
給
金
拾
両　

毎
月
菜
代
壱
貫
五
百
文（
上
田
作
左
衛
門
せ
か
れ
）

給
人 

大
野
兵
左
衛
門 

弐
人
扶
持 

外
ニ
三
斗
六
升 

年
中
給
米
弐
石　

毎
月
菜
代
壱
貫
五
百
文　

盆
暮
遣
高
弐
拾
貫
文

譜
代
足
軽
小
頭

 

永
嶋
喜
兵
衛 

弐
人
扶
持 

外
ニ
三
斗
六
升 

年
中
給
米
壱
石
五
斗　

毎
月
菜
代
壱
貫
三
百
文　

盆
暮
拾
五
貫
文

　

同 

山
室
清
作 

壱
人
半
扶
持 

外
ニ
五
斗
七
升 

年
中
給
米
壱
石
五
斗　

毎
月
菜
代
壱
貫
三
百
文　

盆
暮
拾
五
貫
文

　

同 

中
村
市
三
郎 

壱
人
半
扶
持 

外
右
同
断

足
軽　

内
島
和
平 

壱
人
半
扶
持 

外
右
同
断
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同 

永
嶋
喜
三
右
衛
門 

壱
人
半
扶
持 

外
ニ
弐
斗
七
升 

毎
月
菜
代
壱
貫
三
百
文　

盆
暮
拾
五
貫
文
（
永
嶋
喜
兵
衛
養
子
）

　

同 

越
村
平
兵
衛 

壱
人
半
扶
持 

外
右
同
断

　

同 

宮
野
吉
蔵 

壱
人
半
扶
持 

外
右
同
断

知
行
〆
三
百
石　
　

扶
持
米
〆
四
十
六
人
扶
持　
　

菜
代
拾
弐
貫
百
文　

給
金
拾
両　

盆
暮
百
弐
拾
五
貫
文

と
な
る
。
石
高
を
合
わ
せ
る
と
知
行
米
三
百
石
＋
扶
持
米
八
十
三
石
九
斗
五
升
（
一
人
一
日
五
合
で
算
定
）
＋
年
中
給
米
五
石
（
計

の
項
に
欠
）
＝
三
百
八
十
八
石
九
斗
五
升
と
な
る
。
他
に
給
金
十
両
と
菜
代
な
ど
百
三
十
七
貫
三
百
文
が
家
中
へ
の
手
当
と
な
っ
て

い
る
。
茨
木
家
の
知
行
高
を
二
千
二
百
石
と
す
る
と
、
実
質
収
入
を
大
雑
把
で
あ
る
が
半
分
の
千
百
石
程
と
し
て
、
そ
の
半
分
程

（
五
百
石
程
）
が
茨
木
家
に
残
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
明
治
二
年
時
の
家
臣
構
成
で
あ
る
が
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
時
（
史
料
三
五
・
三
四
―
１
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
士
・

足
軽
二
十
人
、
小
者
二
十
五
人
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
女
中
二
十
二
人
を
加
え
る
と
六
十
七
人
の
家
臣
・
使
用
人
を
抱
え

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
明
治
二
年
時
の
も
の
は
士
・
足
軽
十
七
人
の
数
字
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
の
数
字
で
は
多
少

の
変
化
（
減
少
）
が
見
ら
れ
、
茨
木
家
に
お
い
て
は
士
・
足
軽
は
二
十
人
前
後
を
抱
え
て
い
た
と
い
え
る
。

　

寛
文
四
年
時
の
内
容
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
松
田
六
右
衛
門
・
中
川
作
右
衛
門
・
田
尻
七
右
衛
門
・
星
石
与
兵
衛
・
山
川
三
平
・
竹
村
九
十
郎
・
山
岡
甚
兵
衛
・
桜
井
四

兵
衛
・
園
部
勘
左
衛
門
・
杉
野
十
兵
衛
・
田
中
孫
左
衛
門
・
小
川
加
兵
衛
・
大
河
原
兵
左
衛
門
・
高
桑
半
右
衛
門
・
森
加
左

衛
門
・
松
村
弥
兵
衛
・
岡
部
伊
右
衛
門
・
山
田
左
助
・
安
達
徳
左
衛
門
・
杉
出
太
右
衛
門  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
〆
二
十　

○
山
三
郎
・
彦
右
衛
門
・
覚
蔵
・
市
左
衛
門
・
彦
兵
衛
・
忠
兵
衛
・
覚
兵
衛
・
弥
之
助
・
吉
右
衛
門
・
新
兵
衛
・
久
助
・
久
内
・

三
助
・
六
助
・
与
助
・
仁
兵
衛
・
茂
助
・
与
作
・
五
助
・
三
吉
・
市
右
衛
門
・
八
助
・
長
助
・
太
兵
衛
・
新
五
郎

  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
〆
二
十
五

○
か
る
・
み
つ
の
・
ち
・
う
は
・
あ
か
・
さ
ん
・
さ
く
・
か
ち
・
せ
き
・
ら
ん
・
さ
な
・
き
り
・
ま
き
・
さ
こ
・
ま
ん
・
い
わ
・

た
つ
・
ま
つ
・
わ
か
水
・
つ
ほ
み
・
み
と
り
・
に
ほ
い  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
〆
二
十
二

　

ま
た
史
料
三
五
・
三
三
に
天
保
十
三
年
か
ら
元
治
元
年
に
か
け
て
の
家
臣
の
由
緒
帳
が
あ
る
が
、
こ
ら
れ
は
茨
木
家
仕
官
時
に

四
二

解　

題



提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
十
件
に
な
る
が
、
足
軽
ク
ラ
ス
の
召
し
抱
え
が
藩
末
期
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
足
軽
ク
ラ
ス

に
お
い
て
は
移
動
が
多
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

６
、
俳
諧

　

茨
木
家
文
書
中
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
俳
諧
史
料
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
茨
木
家
の
俳
諧
史
料
の
中
心
は
近
代
以
降
の
も
の
で
、

作
成
・
収
集
は
茨
木
操
の
代
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

短
冊
な
ど
に
は
金
沢
を
中
心
と
し
た
多
く
の
俳
人
の
も
の
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
茨
木
家
の
人
々
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、
近

代
士
族
家
の
俳
諧
史
料
と
な
ろ
う
。

　

家
の
俳
諧
と
い
う
中
で
、
結
社
と
同
人
に
関
す
る
史
料
と
し
て
「
蕉
風
明
倫
教
会
」
史
料
が
あ
る
。
こ
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
村

山
故
郷
著
『
明
治
俳
壇
史
』
に
よ
る
と
、
明
治
新
政
府
は
社
会
教
化
の
振
起
の
た
め
教
部
省
に
大
教
院
を
置
い
た
。
社
会
教
化
の
実

践
は
教
導
職
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
俳
諧
の
宗
匠
達
も
教
導
職
に
任
命
さ
れ
た
。
教
導
職
と
な
っ
た
俳
諧
の
宗
匠
達
が
職
務
遂
行

の
た
め
に
着
手
し
た
の
は
結
社
の
設
立
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
明
治
七
年
四
月
に
「
俳
諧
教
林
盟
社
」
、
同
年
八
月
に
「
俳
諧
明
倫
講
社
」
の
二
大
結
社
が
設
立
さ
れ
た
。
「
蕉
風
明

倫
教
会
」
は
「
俳
諧
明
倫
講
社
」
が
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
金
沢
に
こ
の
分
院
と
な
る
「
蕉
風
明
倫
教
会
金
沢
分
院
」
が
設
立
さ

れ
る
の
は
明
治
十
九
年
頃
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
蕉
風
の
名
の
通
り
設
立
時
の
「
明
倫
講
社
規
約
」
の
第
一
条
は
「
祖
翁
ノ
言
行

ヲ
旨
ト
シ
、
物
理
ヲ
明
カ
シ
、
俗
談
ヲ
正
シ
ウ
シ
、
和
ヲ
専
務
ト
ス
可
事
」
で
あ
っ
た
。
蕉
風
俳
諧
の
基
調
を
継
承
す
る
事
を
目

的
と
し
た
結
社
で
あ
る
。
茨
木
家
文
書
中
に
左
の
交
名
書
が
あ
り
、
茨
木
操
も
教
導
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
と
共
に
、
当

時
の
金
沢
に
お
け
る
宗
匠
名
と
茨
木
操
と
の
俳
諧
上
の
交
流
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
人
々
の
短
冊
な
ど
も

茨
木
家
俳
諧
史
料
の
中
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
俳
号
が
誰
の
も
の
か
判
る
史
料
で
も
あ
り
、
交
名
全
文
を
以
下
に

掲
載
し
て
お
く
。 

四
三

特　
　

茨
木
文
庫
目
録
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明
治
十
九
年　
　

蕉
風
明
倫
教
会
金
沢
分
院
交
名

少
講
義 

金
沢
区
上
藪
ノ
内
平
民 

野
代
谷
徳
次
郎 

嘉
永
三
年
十
一
月
生 

俳
号
小
春
庵
桃
芳

訓
導 

同
区
百
姓
町
平
民 

佐
々
一
峰 

 

同　

百
々
庵
北
塵

同 

同
区
茨
木
丁
士
族 

内
山
善
成 

嘉
永
六
年
八
月
生 

同　

雀
悦
庵
竹
歌

同 

同
区
長
町
川
岸
士
族 

清
水
祐
世 

弘
化
元
年
八
月
生 

同　

春
星
庵
来
三

同 

同
区
水
溜
町
士
族 

茨
木
操 

天
保
十
一
年
五
月
生 

同　

尚
友
庵
亀
水

同 

同
区
大
工
町
平
民 

木
村
弟
四
郎 

安
政
元
年
三
月
生 

同　

五
月
庵
翠
峰

（
貼
紙
消
）

「
権
訓
導　

同
区
石
浦
町
平
民　

清
水
敬
次
郎　

同　

水
草
庵
習
桃
」

権
訓
導 

同
区
裏
金
屋
丁
平
民 

松
田
鍵
太
郎 

文
久
三
年
五
月
生 

俳
号
雛
之
屋
桃
永

（
貼
紙
消
）

「
試
補 

同
区
横
安
江
丁
坂
井
保
治
方
同
居
士
族　

多
賀
新
次
郎　

文
久
元
年
五
月
生　

俳
号
湖
南
居
南
渓
」

「
同 

富
山
県
魚
津
荒
町
士
族　

黒
澤
多
喜
男　

俳
号
閑
遊
」

同 

同
区 

山
崎
義
孝 

 

同　

会
友
庵
義
幸

同 

同
区 

宮
森 

 

同　

北
葉

試
補 

同
区
本
多
町
士
族 

鈴
木
元
太
郎 

安
政
五
年
七
月
生 

同　

柳
風

同 

同
区
土
取
場
永
町
同
居 

吉
倉
吉
太
郎 

慶
応
三
年
四
月
生 

同　

牧
童
庵
桃
公

同 

同
区
長
町
三
番
丁
合
併
地
士
族 

岡
田
重
栄 

文
久
三
年
三
月
生 

同　

芦
之
本
桃
月

同 

同
区
下
安
藤
町
平
民 

越
守
伊
三
郎 

元
治
元
年
三
月
生 

同　

い
守
庵
桃
逸

同 

同
区
森
町
一
番
丁
士
族 

神
原
元
太
郎 

慶
応
三
年
十
月
生 

同　

座
古
庵
鳳
洲

 

（
当
時
輪
島
鳳
至
町
字
下
町
寄
留
）

訓
導 

砺
波
郡
城
端
町
平
民 

荒
木
文
平 

 

同　

好
李
庵
鬼
文

同 

同
郡
胡
麻
嶋
村
平
民 

大
谷
元
規 

嘉
永
六
年
九
月
生 

同　

青
柳
庵
桃
郷

権
訓
導 

金
沢
区
下
百
々
女
木
町
士
族 

藤
田
忠
成 

 

同　

樫
之
本
茜
舎

 

（
当
時
射
水
郡
高
岡
）

同 

同
区
観
音
町
士
族 

寺
井
利
道 

 

同　

更
隣

同 

同
区 

山
口
義
章 

 

同　

青
瓢

同 

石
川
郡
松
任
平
民 

金
地
吉
郎
平 

 

同　

鴎
波

試
補 

砺
波
郡
津
沢
町
村
士
族 

窪
田
茂
正 

嘉
永
六
年
三
月
生 

同　

桂
花
庵
笹
風

権
訓
導　

同
郡
経
田
村
平
民 

大
谷
八
三
郎 

 

同　

田
司
庵
柳
芳

四
四

解　

題



あ
と
が
き

　

近
世
史
料
館
に
新
た
に
武
家
文
書
の
一
典
型
と
も
な
る
史
料
群
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

茨
木
家
は
藩
士
中
で
は
、
八
家
・
人
持
に
次
ぐ
平
士
の
家
で
あ
り
、
茨
木
家
は
平
士
の
中
で
も
最
上

位
の
知
行
を
有
す
る
家
で
あ
り
ま
す
。
当
館
に
は
茨
木
文
庫
の
他
に
も
、
点
数
の
多
寡
は
あ
り
ま
す
が

い
く
つ
か
の
武
家
文
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
知
行
宛
行
状
や
由
緒
書
な
ど
か
ら
の
構
成

で
あ
り
、
武
家
文
書
の
残
存
形
態
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
お
り
、
各
家
の
家
内
状
況
を
伝
え
て
く
れ
る

よ
う
な
史
料
は
少
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
茨
木
文
庫
に
お
い
て
は
、
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
も
史
料
を
再
構
成
す
る
と
、
宛

行
状
が
発
給
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
残
存
形
態
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
家
の
家
格
を
表
明
す
る
史
料
の
み
で
な
く
、
年
中
行
事
の
諸
例
や
家
中
の
格
式
・
仕
置
の

定
、
家
臣
構
成
や
家
中
の
由
緒
書
な
ど
を
含
み
、
藩
士
家
中
の
具
体
的
な
構
造
が
知
れ
る
希
な
史
料
群

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
家
の
家
計
に
関
す
る
史
料
か
ら
は
二
千
石
ク
ラ
ス
の
家
臣
の
財
政
・
経
営

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
史
料
群
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

解
題
で
は
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
全
て
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
公

開
・
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
加
賀
藩
士
家
に
対
す
る
研
究
の
一
助
と
な
る
も
の
と
確
信
さ
れ
ま
す
。

多
岐
に
わ
た
る
活
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
史
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
茨
木
家
の
御
親
族
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
あ
と

が
き
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
三
月  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
文
責　

宇
佐
美
）
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